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第１章　アクションプランの基本的事項 

第１　アクションプラン策定の目的 
新たに顕在化してきている人権問題や、第５次倉吉市あらゆる差別をなくする総合計画での取組の

成果と課題、令和元年に実施した人権・同和問題に関する市民意識調査結果などを踏まえ、本市の人

権施策の取組を引き続き充実させていくため、第６次倉吉市あらゆる差別をなくする総合計画（基本

計画）を策定しました。 

このアクションプランは、基本計画に基づく行動計画として、具体的な事業を、総合的かつ計画的

に推進するために策定するものです。 

第２　アクションプランの位置づけ 
アクションプランは、第６次倉吉市あらゆる差別をなくする総合計画（基本計画）の基本理念や取

組の方向性を具現化するための個別事業について定めたものです。アクションプランに定める個別事

業は、具体的に計画し、実施する、人権に関わる重要事業として位置づけます。 

第３　アクションプランの期間 
アクションプランの期間は、令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間とします。

ただし、計画期間中においても、社会情勢の変動などを踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 

第４　アクションプランの構成 
アクションプランは、第12次倉吉市総合計画や各種個別計画との整合性を図りながら、第６次倉吉

市あらゆる差別をなくする総合計画（基本計画）の基本理念を実現するため、同計画の体系にのっと

り構成し、必要な事業を整理しています。 

第５　アクションプランの具体的な事業 
アクションプランに掲載している「具体的な事業」とは、各取組の現状と課題に対応するための取

組を指しており、予算上の事業とは必ずしも一致するものではありません。 

第６　アクションプランの進捗管理と評価 
アクションプランにおける年度毎の取組の進捗、実績、重要業績評価指標の達成状況などの管理に

ついては、市の幹部職員で構成する倉吉市人権施策推進連絡会議により行います。 

また、基本計画と合わせた点検及び評価については、部落差別をはじめ、あらゆる差別をなくする

ための重要事項について、必要な調査及び審議を行う機関である、地方自治法第138条の４第３項の

規定にもとづき設置する倉吉市あらゆる差別をなくする審議会により行います。 
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第２章　人権施策の推進方針に基づく事業 

第１　人権教育・同和教育の推進 

１　現状と課題 

l 家庭・地域の子育て機能が低下しており、認定こども園・保育所に地域の子育てを支援

する機能が求められている。 

l 人権同和教育年間指導計画に基づく、各学校での児童生徒の実態把握が必要である。 

l 各地区同和教育学習会の参加者の固定化、若年層の参加が少ない。 

　 　 　 　  
 

２　基本方針 

(１)　就学前教育・保育の推進（担当：子ども家庭課） 

l 倉吉市就学前人権教育・保育指針等に基づき、発達段階等の子どもの状況に応じた教

育・保育を実施し、人権感覚の基礎となる力を身に着ける教育・保育を推進する。 

l 保育教諭、保育士等の職員の人権意識や専門性の向上に努める。  
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具体的な事業 

1. 保育所等計画訪問事業（担当課：子ども家庭課） 

 

 目　的 倉吉市就学前人権教育・保育指針等に基づき、発達段階等の子どもの状況に応じた教

育・保育を実施し、人権感覚の基礎となる力を身に着ける教育・保育を推進する。

 事業概要 保育に関する実態の把握、情報提供、指導助言を行い、取組の支援を行うため、市内

全ての保育所・認定こども園に訪問を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 保育所・認定こども園への訪問率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

Ｒ３年度から保育指導主事を配置し、中

部教育局の同行のもと、市内公私立保育

所、認定こども園の計画訪問を実施。 

保育・幼児教育内容や保育施設の課題に

向けた取り組みを支援した。８施設（全

25施設；３年間に一度の輪番） 

その他随時、施設からの相談、指導助言を

行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

各施設とも子どもの人権を

意識した教育・保育を実践

しており、子ども一人ひと

りの特性に応じて、安心し

て自己を発揮できるよう保

育者の関わりを引き続き実

践されるよう自己点検や支

援をしていく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

市の保育指導主事を中心に中部教育局と

連携し、市内公私立保育所、認定こども園

の計画訪問を実施。 

保育・幼児教育内容や保育施設の課題に

向けた取り組みを支援した。計画訪問10

施設（全25施設；３年間に一度の輪番） 

要請訪問４施設、その他随時、施設からの

相談、指導助言を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

各施設とも子どもの人権を

意識した教育・保育を実践

しており、子ども一人ひと

りの特性に応じて、安心し

て自己を発揮できるよう保

育者の関わりを引き続き実

践されるよう自己点検や支

援をしていく。
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2. 人権教育・保育推進事業（担当課：子ども家庭課） 

 

 目　的 倉吉市就学前人権教育・保育指針等に基づき、発達段階等の子どもの状況に応じた教

育・保育を実施し、人権感覚の基礎となる力を身に付ける教育・保育を推進するため、

保健師、保育教諭、保育士、教職員等への系統的な研修を実施し、保護者等を対象にし

た人権教育、健康教育、食の教育、保健指導・相談等の充実を図る。

 事業概要 保育士、保育教諭等を対象とした発達段階等の子どもの状況に応じた教育、保育等に

係る人権感覚や専門性の向上を目的とした研修会を年１回以上開催する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会の開催回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 ２ ６

 Ｒ３年度

事業実施

概要

保育所等の子どもに接する保育者を対象

に乳幼児期からの発達に応じた子どもの

支援の在り方、関わりを身につける研修

会を開催した。

事業の振り

返りと今後

の課題

研修会を開催したが、継続

的に実施し、保育の質の向

上、保育者の資質向上を図

る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

保育所等の子どもに接する保育者を対象

に乳幼児期からの発達に応じた子どもの

支援の在り方、関わりを身につける研修

会を開催した。

事業の振り

返りと今後

の課題

保育の質の向上と理解を深

めるため、理解と実践に結

びつく研修を継続して行

う。
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(２)　学校教育の推進（担当：学校教育課） 

l 学校教育の中で、人権教育教材を用いた学習を行い人権教育の充実に努める。 

l 各中学校区人権（同和）教育研究協議会等と連携し、差別解消に向けた指導力を高める

ための教職員研修会を実施する。 

l 教育機会確保法も踏まえ、児童生徒の学力保障、自分自身の課題を克服する力の育成に

取組み、学校等と連携して地区学習会の実施・運営を行う。 

具体的な事業  

3. 人権尊重社会の担い手づくり（担当課：学校教育課） 

 

 目　的 実生活に関わるさまざまな人権問題を教材として学ぶことを通して、人権尊重社会

の担い手として行動する児童生徒の育成を図る。

 事業概要 ・「学校教育における人権教育の基本方針」に基づく人権教育の推進 

・題材、教材や学習過程に関する研究の推進 

・人権教育の視点に基づいた福祉教育の充実 

・情報モラル教育の推進

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標
全国学力・学習状況調査の質問項目「いじめは、どんな理由があっても

いけないことだと思いますか」における肯定的な回答の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 
％

小：100 

中：100

小：100 

中：100

小：100 

中：100

小：100 

中：100

小：100 

中：100

 
実　績

小： 99 

中： 97

小：97 

中：96

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権教育主任研修会を実施し、児童生徒

の差別発言の実態を共有し、児童生徒の

心に届く教材や指導過程のあり方につい

て協議を行い、指導力の向上に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

いじめの認知件数が減った

が、いじめの認知について、

教職員の意識向上と、児童、

保護者等への啓発が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権教育主任研修会を実施し、教職員の

いじめの認知について意識を高めたり、

小中学校でどのような取り組みをしてい

るか共有し、意識を高めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

いじめの認知件数は小学校

で増えている。教職員の意

識が高まっている。今後は

保護者への啓発が必要
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(３)　社会教育の推進（社会教育課・人権政策課） 

l 同和教育町内学習事前研修会や同和教育推進員の活動支援を通じて、学習方法、内容の

工夫と改善により家庭や地域における人権教育の充実に努め、倉吉市人権教育研究会を

はじめ、各地区人権（同和）教育研究会、各中学校区人権（同和）教育研究会等の活動

と連携する。 

具体的な事業 

4. 同和教育推進員設置事業（担当課：人権政策課） 

 

 目　的 各自治公民館に同和教育推進委員を設置し、関係教育機関及び団体と連携を取りな

がら、地域における同和教育の推進について必要な助言指導を行い、関係教育機関及び

団体における同和教育町内学習会の奨励並びに助言指導を行い、同和教育の推進に当

たっては、自治公民館活動と協力し、地域における同和教育の推進を図る。

 事業概要 各自治公民館に同和教育推進員を設置し、地域における同和教育の推進を図る人材

を育成するため、同推進員を対象とした市主催の研修会を年２回開催する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会の参加率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 70 72 74 76 78

 実　績 59 66

 Ｒ３年度

事業実施

概要

延べ４回の研修会を設定し、人材育成に

努めた。感染症対策のため、第１回の研修

会は資料配布のみとなり、その後の研修

会も参加者数が伸び悩んだ。

事業の振り

返りと今後

の課題

資料配布のみで終わった研

修があったことから、コロ

ナ禍でも対応できる開催方

法の導入が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

延べ４回の研修会を開催し、人材育成に

努めた。コロナ禍においても安心して学

習できるよう、夜間開催や配信を取り入

れ、参加者の増加を図った。

事業の振り

返りと今後

の課題

夜間開催や配信は大変好評

を受け、多様化する生活様

式に対応するため取組みを

継続する。
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5. 人権に関する講演会や研修会の実施（担当課：社会教育課・人権政策課） 

 

第２　人権啓発の推進 

１　現状と課題 

l 「人権教育・啓発推進法」により、地方公共団体の責務として人権啓発が定められてお

り、その目的は、日常生活での態度や行動を確実に根付かせることで、差別や人権侵害

のない社会の実現を図ることとされている。 

l 本市では、部落解放研究倉吉市集会、倉吉市部落解放文化祭、人権教育講座、同和教育

町内学習会等を継続的に取り組み、倉吉市人権教育研究会との協働により、学習機会の

提供を行っている。また、市の広報紙、啓発資料、ホームページ等などを活用した情報

発信に努めている。 

l 市民意識調査によると、若い世代への啓発の必要性と、地域や職場などにおける再学習

の機会の提供が課題として上げられる。 

l 市民意識調査によると、学習経験を積み重ねることで知識や理解は高まるものの、問題

解決のために積極的な行動化に繋がりにくいという状況がある。 

　 　 　 　 　  

 

 目　的 地区住民の人権課題への理解と人権意識の向上を図り、一人ひとりを大切にした人

権尊重の支え合いのまちづくりをめざすもの。

 事業概要 各地区コミュニティセンターにおいて、各地区人権・同和教育研究会等と連携し、住

民への人権に関する学習機会を提供する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会等の開催回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回数 13 13 13 13 13

 実　績 － 13

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍により、参集形式の研修会が行

える状況でなかったが、ほとんどの自治

公民館が資料配布等により、学習会を実

施し、学習機会の確保に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策により、大勢が

集まれる機会を設けること

ができなかったが、これに

対応できるよう、新しい開

催形式の導入が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

各地区で感染症対策を徹底し同和教育町

内学習事前研修会等により多くは参集型

により学習会を実施。23%の地区において

は、資料、動画等の配布に代え、学習機会

の確保に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍ではあったが、各

地区のそれぞれの工夫によ

り、学習機会を設けること

ができた。次年度において

も、継続して取り組む。
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２　基本方針 

(１)　学習機会と情報の提供（図書館・人権政策課・人権文化センター） 

l 部落解放研究倉吉市集会、倉吉市部落解放文化祭、人権のために学ぶ同和教育講座、同

和教育町内学習会などを継続的に開催する。 

l 市の広報紙とホームページ、インターネットなど通じた情報提供、県や人権擁護委員と

連携して街頭啓発活動を行うなど様々な手法により啓発に努める。 

l 平成28（2016）年に施行された人権関連三法（「部落差別解消推進法」、「障害を理由と

する差別の解消の推進に関する法律」（以下、「障害者差別解消法」という。）、「本邦外出

身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」（以下「ヘイ

トスピーチ解消法」という。）の市民の関心と理解を深めるよう啓発に努める。 

l さまざまな人権課題について正しい理解・認識が得られるよう、情報資料として関連書

籍等の収集整備を行い市民が容易に閲覧できるよう情報提供に努める。 

具体的な事業 

6. 部落解放研究倉吉市集会開催事業（担当課：人権政策課） 

 目　的 今日の社会情勢や市民の人権意識の変化を踏まえ、差別事象等に学びながら、日々の

暮らしの中にある様々な人権課題に気づき、基本的人権について理解を深め、一人ひと

りの個性や多様性を尊重し、様々な違いを超えて、誰もが安心して暮らしていくことが

できるまちづくりを進めるため、市民集会を実施し、参加者が自分たちの思いや願いで

学習や実践を深め合う。

 事業概要 人権問題をテーマにした市民集会を開催する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 アンケートによる参加者の満足度

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 70 70 70 70 70

 実　績 91 96

 Ｒ３年度

事業実施

概要

前年度は、感染症対策により集会形式で

開催できなかったが、対策を徹底し、参加

者を実行委員に限定し、集会形式で開催

した。また、来場できない人向けに、

Youtubeによるライブ配信を行い、ニュー

ノーマルに対応した市集会とした。 

来場者　39人、オンライン51人

事業の振り

返りと今後

の課題

社会情勢に対応した開催形

式を取り入れ、市民の学習

機会を確保することができ

た。来年度の感染症の拡大

状況を勘案し、学習機会の

確保を第一に企画を進め

る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

感染症対策のため、参加者を実行委員会

のみに限定し、講演会を開催した。配信を

取入れたことで参加率79％（213/270）も

良く、参加者の満足度も５ポイント上昇

した。 

来場者113人、オンライン100人

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍に対応する手段

を、市民主体の実行委員会

で検討、実行し、参加者の満

足度を高めることができ

た。次年度は参集形式での

開催を目指す。
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7. 倉吉市部落解放文化祭開催事業（担当課：人権政策課） 

 

8. 同和（人権）教育町内学習会実施事業（担当課：人権政策課） 

 

 目　的 部落問題を視点にすえ、地域の解放の文化を掘り起こし、人間解放への営みに直接触

れ、その価値を見直すことで差別に気づき、部落問題の解決と人権の確立を自らの課題

としてとらえ、差別をなくする力を培い、一人ひとりの人権が尊重される社会をめざす

ことを目的とし、市をあげての文化祭事業を実施する。

 事業概要 人権問題をテーマにした文化祭を開催する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 アンケートによる参加者の満足度

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 70 70 70 70 70

 実　績 測定不能 91

 Ｒ３年度

事業実施

概要

鳥取県版新型コロナ特別警報のため、開

催を中止したが、展示作品についてはイ

ンターネット展示を実施した。 

また、関係団体から展示作品の提供を受

け、啓発に役立てた。

事業の振り

返りと今後

の課題

中止としたが、ネットによ

り展示の見学機会は増加と

なった。今後、コロナ禍でも

対応できる企画運営が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

コロナ禍でも絶対に開催できるよう、展

示をインターネットで行い、講演会は感

染症対策を徹底し、インターネットでの

配信も行なった。また、関係団体から展示

作品の提供を受け、啓発に役立てた。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍でも開催できるよ

う工夫し、啓発活動を確実

に行えた。次年度において

も状況に応じた対応に務め

る。

 目　的 人権問題を自らの課題として捉え、部落差別の解決を図る取組を、あらゆる人権問題

の解決につなげるという発展的な視点に立ち、市民一人ひとりが我が事として取組め

るよう、地域での学習機会の提供を行う。

 事業概要 市内全域を対象に、同和（人権）教育町内学習会を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 実施した地域の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

全地区が感染症対策を行いながら、学習

資料の配布、アンケートの実施等、コロナ

禍に対応し、学習会を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍に対応し、継続可

能な学習方法を取り入れ、

啓発機会の確保を行なう。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

全地区が感染症対策を行いながら、学習

資料の配布、アンケートの実施等、コロナ

禍に対応しながら、学習会を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

状況に柔軟に対応し、継続

可能な学習方法により、啓

発機会の確保を行なう。
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9. 人権のために学ぶ同和教育講座実施事業（担当課：人権政策課） 

 

10. 人権啓発支援事業（担当課：人権政策課、人権文化センター） 

 

 目　的 人権尊重の理念の理解を深めるとともに定着を図り、地域住民が人権問題に対する

正しい認識を身につけ、人権尊重が日常生活の中で行動化できるようになることを目

指す。

 事業概要 様々な人権問題をテーマにした講座を年４回程度実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 アンケートによる参加者の満足度

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 80 80 80 80 80

 実　績 95 93

 Ｒ３年度

事業実施

概要

感染症対策を徹底し、４回の講座を開催。

参加人数が30人程度と、参加者が少ない

回もあり、参加者が伸び悩んだが出席者

の満足度は高かった。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍により、参加者が

少なかった。コロナ禍でも

安心して参加できる方法を

取入れ、多くの市民に学習

機会を提供する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

感染症対策を徹底し、４回の講座を開催。

昨年度の反省点から、配信を取入れた。参

加者は平均して約60人と前年度の２倍と

なり、内２割が配信による参加者だった。

事業の振り

返りと今後

の課題

配信を取入れ、コロナ禍で

も参加者を集めることが来

た。利用者からも好評で継

続できるよう対応する。

 目　的 学校・中学校・高等学校の児童生徒及びＰＴＡの人権学習、同和教育町内学習会、教

職員及び市職員の研修、現地研修会等での講師対応、啓発資料の作成・提供を行う。

 事業概要 各関係機関、団体からの講師依頼等に対応する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 依頼件数に対する対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

小・中学校の人権学習、同和教育町内学習

会、教職員、企業等の研修会等での講師対

応、また、同和教育町内学習会の啓発資料

の作成・提供を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍の影響で対面での

研修は減少しているが、状

況に応じて対応した。今後

も、各研修に協力していく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

主に各センターにおいて小中高の児童・

生徒の人権学習及び教職員、ＰＴＡ研修

の講師対応（36件）、町内学習会の講師対

応等（14件）を行なった。

事業の振り

返りと今後

の課題

対面での開催が増加し、今

後も研修内容の充実を図る

よう、随時、啓発資料の作成

と提供を行う。
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11. 人権啓発総合推進事業（担当課：人権政策課） 

 

12. 人権関連３法等啓発事業（担当課：人権政策課） 

 

 目　的 市の広報紙とホームページ、インターネットなどを通じた情報提供、県や人権擁護委

員と連携して街頭啓発活動を行うなど様々な手法を活用して啓発を実施し、市民の人

権意識の向上に役立て、人権尊重のまちづくりを推進する。

 事業概要 市の広報紙とホームページ、インターネットなど通じた情報提供、県や人権擁護委員

と連携して街頭啓発活動を行うなど様々な手法を活用して啓発を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報による特設記事を年６回以上掲載する。

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 掲載回数 ６ ６ ６ ６ ６

 実　績 ６ ６

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市報くらよしに隔月で特設コーナーを設

け、様々な周知に努めた。また、公式サイ

トに集会等の予定情報を追加するなど、

内容の充実に努めた。 

また、各センターでは、毎月発行のセンタ

ーだよりにより、地域住民に対し、様々な

人権課題について啓発活動を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

市報、センターだよりによ

る啓発を継続して行い、公

式サイトも充実に努めた。

今後もこれらの取組を継続

するほか、各センターのウ

ェブによる情報発信を充実

させる。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

コロナ禍の中、昨年度と同様の取組を継

続した。また、前年の課題点として、各セ

ンターの活動の周知に努め、センターだ

よりを公式サイトに掲載した。

事業の振り

返りと今後

の課題

センターだよりのウェブ掲

載を実現させた。日本女性

会議により啓発に偏りがあ

り、次年度からは様々な課

題を取上げたい。

 目　的 平成28（2016）年に施行された人権関連三法の市民の関心と理解を深めるよう啓発

に努め、市民の人権意識の向上に役立て、人権尊重のまちづくりを推進する。

 事業概要 市報、ホームページなどを通じた啓発を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報、公式ウェブサイト等での啓発の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市公式サイトの掲載内容をリニューアル

し、より分かりやすい情報発信に努めた。 

また、センターだよりによる啓発を行っ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

公式サイトの掲載内容をリ

ニューアルした。今後、さら

なる分かりやすい掲載内容

の充実が求められる。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

昨年度と同様の取組を行ないながら、セ

ンターだよりや各センターに依頼があっ

た研修、学習会で啓発を行なった。

事業の振り

返りと今後

の課題

市民が読みやすく、興味・関

心を呼ぶ内容が求められ

る。
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13. 図書展示事業（担当課：図書館） 

 

14. 倉吉市人権絵本作成事業（担当課：人権文化センター） 

 目　的 市民がさまざまな人権問題について正しい理解・認識が得られるよう、情報資料とし

て関連書籍等の収集整備を行い、誰もが容易に閲覧できるような情報提供に努める。

 事業概要 図書館内に開設しているテーマ展示コーナーで、さまざまな人権に関する啓発月間、

啓発週間にあわせ関連する図書等を選んで展示をする。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 テーマ展示コーナーの設置回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 ３以上 ３以上 ４以上 ４以上 ４以上

 実　績 ６ ６

 Ｒ３年度

事業実施

概要

世界自閉症啓発デー（４月）、男女共同参

画週間（６月）、世界の先住民の国際デー

（８月）、女性に対する暴力をなくす運動

（11月）、SDGｓ・子どもの貧困ほか（11

月）、障害者週間（12月）の展示を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

単なる展示に止まらないよ

う、関係課や関係機関に対

し、より効果的な展示の展

開方法を検討していく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

世界自閉症啓発デー（４月）、男女共同参

画週間（６月）、世界の先住民の国際デー

（８月）、日本女性会議2022 in 鳥取くら 

よし（10月）、女性に対する暴力をなくす

運動（11月）、障害者週間（12月）の展示

を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

各課で取り組んでいる人権

に関する啓発事業がより効

果的なものになるよう館内

展示スペースの活用につい

て周知をおこなっていく。

 目　的 人権問題をテーマにした絵本を作成する「人権絵本作成委員会」の活動を支援し、人

権絵本を作成し、市民に提供することで、乳幼児から高齢者までの様々な市民が多様な

人権問題を学ぶことのできる機会を提供する。

 事業概要 様々な人権課題をテーマに人権絵本を作成し、認定こども園、小学校、中学校、高等

学校、コミュニティセンター及び図書館に配布する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 人権絵本の作成及び配布

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権絵本作成から20年の節目の年となり

改めて部落問題をテーマにした「シンジ

とマサト」を作成し、市内の認定こども 

園等に配布した。

事業の振り

返りと今後

の課題

20周年を迎え、実体験に基

づく内容とし、読み応えが

ある絵本とした。効果的な

活用を行うため、公式サイ

ト等での周知が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

「障がい者問題」をテーマに、市在住の車

いすバスケット等に取り組んでいる方を

題材に「わたしの宝物」を作成した。

事業の振り

返りと今後

の課題

効果的な活用を行うため、

公式サイト等での周知につ

いて検討が必要
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(２)　行政・企業等における人権啓発の推進（職員課・しごと定住促進課） 

l 市職員は、業務の遂行にあたり人権に配慮するとともに、職員研修の充実及び同和教育

町内学習会、各種人権啓発集会、講座等に積極的に参加し、人権意識と資質の向上に努

める。 

l 倉吉市人権啓発企業連絡会では、あらゆる差別の解消は企業の社会的責任（CSR）との認

識を持ち、会員企業が差別体質撤廃の取組と従業員及び顧客の人権を尊重したコンプラ

イアンスの実践や従業員の人権意識を高め、雇用創出と労働環境の整備を図り、差別の

ない企業づくり、働きがいのある職場づくりを通じ、人権尊重が企業文化として定着す

ることを目指す。 

l 倉吉市人権教育研究会企業活動委員会、倉吉市人権啓発企業連絡会、中部地区高等学校

同和教育研究会と連携し、企業や事業所における公正採用選考の実施、障がいのある人

への合理的配慮や雇用拡大、男女共同参画の推進、ワーク・ライフ・バランスの実現、

「ハラスメント規制法」に基づくハラスメントの防止など、多様性と人権が尊重される

職場づくりが進むよう、実践につながる啓発に努める。 

具体的な事業 

15. 市職員同和教育町内学習会参加事業（担当課：職員課） 

 

 目　的 全ての市職員が、それぞれの業務の遂行にあたり人権に配慮する必要があることを

踏まえ、積極的に人権学習会に参加し認識を深めるとともに、人権意識の高揚と資質の

向上を図る。

 事業概要 各地区職員人権啓発推進連絡会を通じて、職員に同和教育町内学習会の開催を周知

するとともに、参加の呼びかけを行う（例年参加率90%前後）。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市職員の同和教育町内学習会参加率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 95 95 95 95 95

 実　績 ― ―

 Ｒ３年度

事業実施

概要

新型コロナウイルス感染症感染拡大の状

況を踏まえ、参加の呼びかけを実施しな

かった。

事業の振り

返りと今後

の課題

町内学習会がほとんど実施

されない状況が今年度も継

続した場合、学習会への参

加をどのように担保するか

が課題。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

参加の呼びかけは行なったが、感染症対

策による各地区での学習会の開催状況を

踏まえ、職員の参加率の取りまとめは自

粛した。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症の分類変更により、

職員に対して呼びかけを行

うほか、参加率の取りまと

めを再開する。
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16. 企業等における人権啓発の推進事業（担当課：しごと定住促進課・人権政策課） 

 

 目　的 同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の早急な解決が国民的課題であり、同時

に企業に課せられた社会的責務であることを認識し、その責務を果たすために会員相

互が連携し、主体性を持って、企業の立場から人権問題に対する正しい認識と理解を深

めるとともに、人権問題の解決を目指す。

 事業概要 三者合同研修会及び倉吉市人権啓発企業連絡会新入社員研修を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 三者合同研修会及び新入社員研修の参加者の延べ人数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 人 50 50 50 50 50

 実　績 32 55

 Ｒ３年度

事業実施

概要

商工観光課と人権政策課が共同で11月新

入社員研修、12月三者合同研修会実施。

コロナ禍のため、新入社員研修会は３回

に分けて少人数で開催した。

事業の振り

返りと今後

の課題

商工観光課と人権政策課が

共同して、研修を継続実施

し、人権啓発を推進する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権問題に対する正しい認識と理解を深

めるため、関係機関と協力し三者合同研

修会及び新入社員研修会を実施。新入社

員研修会では新入社員６社36名を含む42

名が参加しるあらゆる差別について学び

を深めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

しごと定住促進課(商工観

光課）と人権政策課が共同

して、研修を継続実施し、人

権啓発を推進する。
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第３　相談・支援体制の充実 

１　現状と課題 

l 市民意識調査の結果によると、人権が尊重される社会を実現するためには、行政の施策

として支援・救済していくことが必要であると答えた人のうち、「支援・救済」と答えた

人の割合が、「教育」や「啓発」などに次いで9.4％となっているが、実際に相談する相

手先は「友人、同僚、上司」が最も高く、「国や県、市の人権相談窓口」が最も低い数値

であった。 

l あらゆる差別をなくする取組に努めるため、各分野における所管課に相談窓口を置き、

相談者への助言や支援を行う取組を強化していく。 

　 　 　 　  

２　基本方針 

(１)　相談・支援体制の充実（人権政策課・人権文化センター） 

l 人権にかかわる様々な相談の窓口として、人権文化センターを中心に効果的な情報発信

を行うとともに、市民がより気軽に相談できるよう相談体制の充実に努める。 

l 多分野にわたる相談に対応するために職員の資質向上を図り、関係機関と連携して問題

解決など、救済につながるよう相談者への支援に努める。 

l 人権相談や啓発活動を行う人権擁護委員について市民に周知するなど、法務局と連携し

た相談体制の充実に努める。  
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具体的な事業 

17. 人権相談対応事業（担当課：人権政策課・人権文化センター・その他関係課） 

 

 目　的 人権の擁護及び救済の取組に努めるための相談窓口を置き、相談者への助言や支援

を行う

 事業概要 人権に関わること、それに係る生活の困りごとなどの相談窓口を人権政策課及び各

人権文化センターに設置し、困りごとの解決に向けた相談対応を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 相談の解決率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 90 90 90 90 90

 実　績 50 88

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権政策課及び各人権文化センターにお

いて、部落問題、障がい者問題、学校現場

での問題について、相談業務やサロン事

業を実施し、日常生活に関連した様々な

相談対応を行った。また、倉吉市人権文化

センターでは、ウクライナ支援を実施、は

ばたき人権文化センターでは、「はばたき

よろず会議」を立ち上げ、関係機関と連携

しながら、困窮世帯の早期発見、見守り及

び対応を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

ウクライナ支援や困窮世帯

への対応など、ニーズに合

わせた対応を迅速に行なっ

た。専門性が問われると同

時に迅速な対応が必要であ

り、今後も地域住民がより

気軽に相談できるよう、相

談窓口体制の充実と職員の

資質向上、関係機関との連

携に努める。また、人権文化

センターの周知を図る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権政策課及び各センターにおいて、部

落問題、障がい者問題、学校現場での問

題、各種年金等に関する問題、対人トラブ

ル等に対応した。また、はばたき人権文化

センターでは、よろず会議を中心に介護、

就労、教育、児童福祉、DV、ハラスメント

等様々な問題に対応した。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も地域住民がより気軽

に相談できるよう、相談窓

口体制の充実と職員の資質

向上が求められる。また、地

域に出向いて相談を受ける

体制づくりについても検討

が必要
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18. 法務局特別人権相談所開設等案内事業（担当課：人権政策課） 

 

 目　的 法務局及び人権擁護委員連合会主催の特設人権相談所の開設を市民に周知し、身近

に起こる人権に関する問題を解決に導く。

 事業概要 毎月２回開設される特設人権相談所の開設を、市報等で市民に周知する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報掲載の回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 12以上 12以上 12以上 12以上 12以上

 実　績 12 12

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市報、倉吉市ホームページなどを利用し、

法務局特別人権相談所等案内事業の周知

を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き法務局及び人権擁

護委員連合会と連携し、市

民の相談内容に応じて法務

局へ案内し、事案の解決を

目指す。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に市報や倉吉市ホームペー

ジにて特設人権相談所の開設について周

知を行った。の取組を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

前年の取組を引き続き行

い、次年度においては市内

で人権フェスティバルを行

い、周知を充実する。
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(２)　差別事象への対応（人権政策課・人権文化センター） 

l 差別事象が発生した場合は、「倉吉市人権侵害・差別落書対応要領」に基づき対応し、倉

吉市人権啓発検討委員会において、実態の把握、背景の分析、効果的な啓発方法等につ

いて検討を行うとともに、再発防止に向けての情報提供と啓発に努める。 

具体的な事業 

19. 人権侵害、差別落書き事象等対応事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 目　的 人権侵害、差別落書きを未然に防止するよう、必要な啓発を行うとともに、差別事象

が発生した場合は、必要な措置を講じ、人権尊重のまちづくりを推進し、差別のない生

活環境を創造する。

 事業概要 人権侵害、差別落書きを未然に防止するため、市報等による啓発を行うと共に、差別

事象が発生した場合は、事実確認、背景等を確認して必要な措置を講じる。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 人権侵害等事象発生の際の対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

外国にルーツを持つ人の人権侵害と思わ

れる通報の対応を行ったほか、市報、セン

ターだよりで啓発を行い、発生、発見時の

対応方法について周知を行った。 

また、倉吉市人権文化センターでは、学校

現場での生徒の差別発言事象（市内高等

学校と中学校）に対応した。

事業の振り

返りと今後

の課題

通報に対し、迅速に対応を

行うことができた。専門性

が問われると同時に迅速な

対応が必要と思われること

から、職員の対応力の向上

に努める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

市役所関金支所に同和地区を問い合わせ

る電話がある事象が発生した。匿名であ

ったが、職員として毅然とした対応を行

ない、市報での啓発、職員への文書での注

意喚起を行なった。また、センターだより

で継続的に啓発を行い、発生、発見時の対

応方法について周知を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

未然防止のための啓発の強

化と職員の対応力の向上に

向けた研修に務める。
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20. 人権啓発検討委員会運営事業（担当課：人権政策課） 

 

 目　的 差別事象や人権侵害にかかる事象の事実関係とその要因、社会的背景を分析すると

ともに、当該事象における見解、対応の処理、今後の取組等について協議する。そして、

行政主体による問題解決への取組並びに全庁内及び市民に対する今後の啓発活動のあ

り方について検討する。

 事業概要 差別事象の発覚及び報告があった場合は、速やかに事実確認を行い、倉吉市人権啓発

検討委員会に諮り、問題解決に向けた対応を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 差別事象の対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

外国にルーツを持つ人の人権侵害と思わ

れる通報について、人権啓発検討委員会

を開催し、対応を検討した。相手方が特定

できず、市報での啓発を行い対応を行っ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

事象発生から速やかに法務

局、警察等関係各所と連携

し、対応を行った。また、運

営規定も見直した。今後も

速やかな対応を行えるよ

う、体制整備に努める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

関金支所に被差別部落を問い合わせる電

話がある差別事象が発生。匿名であった

が、職員として毅然とした対応を行なっ

た。また、市報３月号で啓発を行ない、職

員全員に文書で注意喚起を行った。その

他、市公式サイト、センターだよりにより

継続的な啓発を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

電話を受けた職員が差別事

象に対し、適切な対応を行

ったことを踏まえ、職員へ

の継続的な人権学習の重要

性を再認識した。
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(３)　人権侵害救済制度の確立要求（人権政策課） 

l 人権侵害に対する被害者の救済には、実効性のある救済制度の確立と法律に基づく対応

が求められることから、「差別禁止法」や「人権侵害救済法」の制定について、引き続き

県や他市町村などと連携し、国に要望する。 

具体的な事業 

21. 差別禁止法等整備要請事業（担当課：人権政策課） 

 

 目　的 インターネット上の差別書き込み等の根絶を目指し、悪質な差別や人権侵害を禁止

する「差別禁止法」及び被害者の救済を迅速・円滑に行う実効性のある「人権侵害救済

法」の制定を求める要請活動を推進する。

 事業概要 悪質な差別や人権侵害を禁止する「差別禁止法」及び被害者の救済を迅速・円滑に行

う実効性のある「人権侵害救済法」の制定を、他の地方公共団体と連携し、関係省庁に

対し要請活動を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 他の地方公共団体と連携した関係省庁に対する要請活動の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

鳥取県市長会及び全国市長会を通し、関

係省庁に対し要望を行った。また、部落解

放確立要求鳥取県実行委員会に参画し、

全国統一行動に加わった。

事業の振り

返りと今後

の課題

「全国部落調査」復刻版出

版差止事件裁判において原

告側が一部勝訴となるな

ど、一定の成果が発揮され

ている。今後も、関係各所に

要望を続けていく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様の対応を行い、部落解放・人

権確立鳥取県実行委員会においては、３

年ぶりに総会及び学習会を集会形式で実

施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

前年度の裁判結果について

控訴が行われ、2023年６月

28日に結審予定。結果につ

いて注視を続ける。
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第３章　各人権課題における施策に関する事業 

第１　部落差別 

１　現状と課題 

l 「同和対策事業特別措置法」が昭和44（1969）年に施行されて以来、本市では、同和問

題の解決に向けて同和地区の環境改善をはじめとする諸施策に取組、平成６（1994）年

には「条例」を制定し、平成14（2002）年の特別措置法失効後も、人権尊重のまちの実

現に向けた様々な人権施策を推進してきた。 

l 長年の取組により、同和地区の生活環境や就労・教育面での格差は、ある程度改善され、

部落差別に対する正しい理解が進む等、一定の成果が表れている。 

l その一方で、根強く残る差別意識、インターネット上の差別書き込み、同和地区（被差

別部落）が認識できる情報が配信されている等の事象が発生しており、部落差別の完全

解消には至っていない。 

l 平成28（2016）年には、部落差別のない社会の実現に向けた施策を推進するために、「部

落差別解消推進法」が制定された。 

l 市民意識調査の結果によると、過去５年間に同和地区の人に対する差別的な言動やしぐ

さ、落書きなどを直接見聞きしたことがあると答えた市民が11.7％存在しており、内容

別では、「差別発言」が最も多く、次いで「結婚での反対」、「インターネット上の不当な

書き込み」の順となっている。 

l 「部落差別の現状についての認識」の問いでは、前回の市民意識調査の結果と比べて、

差別意識は解消されていないと答えた人の割合が50.1％から58.0％に増えている。 

l 近年も、同和地区の問い合わせや同和地区出身者に対する差別発言等の事象が根強く残

っていることから、部落差別をはじめとする様々な人権問題の解決のため、行政、企業、

教育現場、地域、家庭において人権教育・啓発活動に積極的に取り組む必要がある。 

       

２　基本方針 

(１)　教育・啓発の推進と同和地区住民の学習支援（子ども家庭課・市民課・学校教育課・人権

政策課・人権文化センター） 

l 就学前教育・保育において、一人ひとりの子どもの家庭環境や生活実態を把握し子ども

の成長・発達を支援する中で、仲間づくりや人権感覚を身につける教育・保育を推進す

る。※「第１　人権教育・同和教育の推進」において対応 

l 学校教育において、児童生徒が部落差別の不合理さや自分自身とのかかわりについて考

え、自らの問題として学べるよう、指導内容・方法の工夫改善を行う。※「第１　人権

教育・同和教育の推進」において対応 

l 教職員の人権意識と指導力の向上を図るため、研修等を通して人権尊重の意識を高め、
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同和問題（部落差別）に対する確かな人権感覚を身につけるとともに、人権が尊重され

た教育環境の整備を推進する。 

l 小中学校の地区学習会を充実させるため、関係機関、保護者、地域との連携を図る。 

l 中部地区高等学校同和教育研究会と連携し、高校生の育成を図る。 

l 同和対策事業で設置された児童館・児童センターの機能を充実し、同和地区住民の学習

支援と多様な情報及び学習機会の提供に努める。 

l 住民の各種活動を支援し、ボテ茶等の伝統文化の継承を支援する。 

l 同和教育町内学習会、部落解放研究倉吉市集会、各種講座等を通じて、市民一人ひとり

が同和問題（部落差別）をはじめあらゆる人権問題を自らの課題として捉え、その解消

に向けた行動化につながるよう学習機会の提供と啓発の推進に努める。 

l 身元調査につながる戸籍等の不正取得を抑止するため、「登録型本人通知制度」の周知

を図り、登録者数の増加に努める。 

l 人権文化センターでは、同和問題を自らの課題としてとらえられるよう同和問題学習を

はじめ交流学習会の開催、同和地区の住民による主体的な活動が実践できるよう、学習

機会の提供に努めるとともに、同和地区の児童生徒をはじめ、様々な人権課題を抱える

児童生徒の人権尊重の社会づくりの担い手としての自覚を高められるよう団体の育成

を図る。  
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具体的な事業 

22. 登録型本人通知制度推進事業（担当課：市民課・人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 登録型本人通知制度の周知を図り、登録者数の増加に努め身元調査につながる戸籍

等の不正取得を抑止する。

 事業概要 市報、市公式ウェブサイト等により、制度周知を行い、併せて登録者の利便性の向上を

図る。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 令和３年度から令和４年度まで　登録者数の増加率（年度末時点） 

令和５年度から令和７年度まで　電子申請窓口の導入

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ ５ ５ 検討 導入 運用

 実　績 1.3 0.8

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市公式ウェブサイトにより、制度周知を

図った。 

年度末登録者数474名（６名増加）

事業の振り

返りと今後

の課題

さらなる制度周知の方法、

人権文化センターでの手続

きを可能とするなど、登録

しやすい環境整備について

検討する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様の周知を行なった。また、人

権文化センターでの登録受付について検

討を行った。 

年度末登録者数478名（６名増加、登録者

２名死亡）

事業の振り

返りと今後

の課題

啓発を継続するほか、各セ

ンターでの登録受付、ＤＸ

化について検討を進め、登

録者の利便性向上を図る
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23. 高校友の会育成事業（担当課：人権文化センター） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 中部地区高等学校同和教育研究会の活動に協力することで、人権について学びたい

高校生の育成を目指す。

 事業概要 夏期研修会と高校生交流会の開催

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 夏期研修会と高校生交流会の開催

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

各センター共同事業として中部地区高等

学校同和教育研究会と協力し、感染症対

策として参加者を限定し、中部地区隣保

館連絡協議会主催の中部地区高等学校解

放研リーダー研修会兼高校友の会夏期研

修会、中部地区高等学校解放研・高校友の

会交流会及び中部地区高等学校同和教育

研究会との懇親会に参加・事業実施に協

力した。 

また、福吉児童センターと協働で、市人研

会員研修会（映画上映会）スタッフとして

高校生を派遣し、参加者、講師等と交流及

び研修の機会を設定した。

事業の振り

返りと今後

の課題

中部地区高等学校同和教育

研究会の活動に協力するこ

とで、次世代の人材育成の

ために、人権文化センター

の果たすべき役割として、

高校生の育成を目指すこと

は重要であるが、近年参加

者が限定され、交流の機会

が広がらないといった問題

が見られる。コロナ禍では

あるが、繋がりを深める工

夫が必要であり、今後の対

応について検討する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

センター共同事業として中部地区高等学

校解放研・高校友の会交流会及び中部地

区高等学校同和教育研究会との懇談会に

参加・事業実施に協力した。倉吉総産、倉

吉西高の人権教育ＬＨＲに対応した。ま

た、水平社創立の歴史の学び、ボテ茶交

流、映画「破戒」の上映会を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍ではあったが、感

染症対策を徹底し、活動に

努めた。今後も取組を継続

し、地元の高校生の活動を

応援するとともに生徒との

繋がりを大切にしていく。



25 

24. 地区学習会推進事業（担当課：学校教育課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 １　各教科等の基礎的・基本的事項を習得し、学力向上を図る。（学力保障・進路保障） 

２　社会の中の差別を見抜き、差別に立ち向かう力を身につける。（人権学習）

 事業概要 学校・家庭・地域の三者が主体となる地区学習会運営協議会を中心とした地区学習会

の運営により、参加児童生徒の学力保障・進路保障・人権学習の充実を図る。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 地区学習会参加児童生徒の高校進学率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

地区学習会を行っている全小中学校にお

いて運営協議会を中心に、保護者や関係

機関と協議しながら学力保障・進路保

障・人権学習の取組を行い、学習会参加児

童生徒の人権学習や仲間づくりを進め、

目標であった高校進学率は目標値を達成

した。 

なお、中部地区中学３年生交流会、倉吉市

内中学２年生人権フォーラム、解放子ど

も会工作教室は感染症対策として中止と

した。

事業の振り

返りと今後

の課題

参加生徒が減少傾向にある

中で、運営協議会と関係機

関が連携し、参加の呼びか

けを行った。今後も、積極的

に呼びかけを継続する。な

お、事業目標は達成できた

が、高校の進学率では経済

格差が埋まらない状況があ

り、それ以上の目標につい

て検討が必要。また、近年で

は進路の確認が困難な状況

もある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

各センターが運営協議会を中心に、保護

者や関係機関と協議しながら学力保障・

進路保障・人権学習の取組を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

参加者の減少と学校統合の

影響により、今後の事業の

在り方について検討が必要
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(２)　相談体制の充実（人権政策課・人権文化センター） 

l 同和地区住民をはじめ市民の生活、福祉、就労、子育て、教育、被差別体験等の相談及

び支援について、人権文化センターの相談機能を充実させ、関係機関と連携して取り組

むとともに職員の資質向上に努める。 

具体的な事業 

25. 人権文化センター職員資質向上研修事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 同和地区住民をはじめ市民の生活、福祉、就労、子育て、教育、被差別体験等の相談

及び支援を行う人権文化センター職員の研修機会の充実に努め、当該職員の資質を向

上させる。

 事業概要 各種研修会への参加を勧奨し、職員資質を向上させる。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 職員一人当たりの研修参加回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 ３ ３ ３ ３ ３

 実　績 3.5 5.4

 Ｒ３年度

事業実施

概要

職員の資質向上・スキルアップを図るた

め全隣協、県隣協等の職員研修に参加し

た。参加形式については、コロナ禍のため

リモートとなったが、無意識な人権侵害

等について理解を深め、地域での研修に

も取り入れるなど、研修内容を活用した。

事業の振り

返りと今後

の課題

リモート開催となったが、

職員の資質向上に資する研

修を受講できた。今後は、集

合形式での研修を期待す

る。生活、福祉、就労につな

げる部分での専門知識が不

足しており、気軽に安心し

て相談に寄れる体制づくり

と差別の実態を見極める力

を養う必要があるが、セン

ター職員の待遇では困難な

状況がある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権政策課、各センター職員が各種研修

会に参加。また、センター職員について

は、県隣協、中隣協等の主催の研修等に参

加した。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策を徹底し、参集

形式の研修が増えた。今後

も、積極的に参加し、資質向

上に努める。
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(３)　関係団体との連携（人権政策課） 

l 倉吉市人権教育研究会などの関係団体と連携し、各団体が行う啓発活動や研修事業等へ

の支援と研究・実践活動の充実を図りながら、協働して部落差別の解消を目指す。 

l また、各種人権擁護団体との連携を図り、実践交流の機会を提供するとともに、あらゆ

る差別の解消を目指す団体活動の支援に努める。 

具体的な事業 

26. 倉吉市人権教育研究事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 人権が尊重される社会の実現をめざし、同和教育を人権教育の重要な柱として位置

づけ、部落差別をはじめあらゆる差別を解消するための人権教育の研究・実践活動を行

う。

 事業概要 当該目的を達成するため、倉吉市人権教育研究会に業務委託を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 委託業務の適正な履行を実施する。

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍により総会を書面開催とし、学

習会、研修会等が実施できないなど、活動

に苦慮した。関係団体から人権課題につ

いて提言をうける懇談会を企画したが、

新型コロナ特別警報を受け、書面となっ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍により例年のよう

な活動ができなかった。懇

談会は書面開催であったが

７年ぶりに企画できた。今

後、コロナ禍でも活動でき

る手法について検討が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

総会を書面開催としたが、オンライン配

信を行ない、学習会、県内外視察研修につ

いては感染症対策を徹底して実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

学習会等について中止が続

いていたが、３年ぶりに実

施することができた。
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(４)　公正な選考採用に向けた啓発の推進（しごと定住促進課） 

l 倉吉市人権啓発企業連絡会、倉吉市人権教育研究会等との情報交換や研修を行い、県・

ハローワーク・倉吉商工会議所等と連携し、企業や事業所へ応募者の適性と能力を基本

とする公正な選考や採用が行われるよう啓発に努める。 

具体的な事業 

27. 公正採用・選考推進事業（担当課：しごと定住促進課・人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 倉吉市人権啓発企業連絡会、倉吉市人権教育研究会等との情報交換や研修を行い、

県・ハローワーク・倉吉商工会議所等と連携し、企業や事業所へ応募者の適性と能力を

基本とする公正な選考や採用が行われるよう啓発に努める。

 事業概要 三者合同研修会（倉吉市人権啓発企業連絡会、倉吉市人権教育研究会、中部地区高等

学校同和教育研究会）、県等からのセミナー案内を会員企業に周知し、会員企業の延べ

５割の参加を目指す。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 会員企業の参加率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 50 50 50 50 50

 実　績 12 55

 Ｒ３年度

事業実施

概要

商工観光課、人権政策課が連携し、三者合

同研修会実施（12月）、随時各種セミナー

等の周知に努めたが、感染症対策により

参加者が集まらなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

商工観光課と人権政策課が

連携し、各種セミナー等の

周知を徹底し、啓発を推進

する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権問題に対する正しい認識と理解を深

めるため、関係機関と協力し三者合同研

修会及び新入社員研修会を実施。新入社

員研修会では新入社員６社36名を含む42

名が参加し、あらゆる差別について学び

を深めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

しごと定住促進課（商工観

光課）と人権政策課が共同

して、研修を継続実施し、人

権啓発を推進する。
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(５)　農業の育成（農林課・地域整備課） 

l 高齢化や担い手不足などの課題に対応し地域農業を維持していくため、認定農業者や新

規就農者、定年帰農者への支援を強化するとともに、家族経営をはじめ集落営農や法人

化、企業の農業参入などの支援を行い多様な担い手の育成・確保を図る。 

l 農業生産基盤の適切な維持管理と老朽化対策など、農業生産基盤の機能の維持・向上に

向けた取組を進め、同和対策関連事業で整備された農業用施設のうち、未譲渡施設につ

いて地元の意向を踏まえて譲渡を進め地域農業の振興を図る。 

具体的な事業 

28. 就農条件整備事業（担当課：農林課） 

 

 推進方針 関連事業

 目　的 認定新規就農者等が就農時から５年以内に新たに必要な機械及び施設を自ら整備す

る経費を支援することにより、就農初期の経営基盤整備の負担軽減を図る。

 事業概要 認定新規就農者等が就農時から５年以内に新たに必要な機械及び施設を自ら整備す

る経費を支援する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 新規就農者への対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

認定新規就農者が機械及び施設を導入す

る際に要する経費を助成した。 

Ｒ３年度事業活用　７件（累計36人）

事業の振り

返りと今後

の課題

就農直後の負担軽減がなさ

れている。引き続き事業を

継続し担い手の定着を目指

す。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様の取組を行なった。 

Ｒ４年度事業活用　４件（累計40人）

事業の振り

返りと今後

の課題

昨年度と同様事業を継続

し、担い手の定着を目指す。
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29. 担い手規模拡大促進事業（担当課：農林課） 

 

30. 農業農村整備事業（担当課：地域整備課） 

 推進方針 関連事業

 目　的 認定農業者の規模拡大意欲を喚起し、農地の集積と耕作放棄地の未然防止を図る。

 事業概要 認定農業者等が農振農用地区域内にある農地について３年以上の賃貸借権設定を行

った場合に要する経費に対して助成する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 担い手農家への助成制度の対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

農地の集積と耕作放棄地の未然防止を図

るとともに、将来地域の担い手となりう

る農業者、団体等が賃貸借権設定を行っ

た場合に要する経費を助成した。 

Ｒ３年度交付者　団体等19件、個人61件

事業の振り

返りと今後

の課題

規模拡大に対して負担軽

減、経営強化の一助を成し

たが担い手が規模拡大して

いく余裕がない現状の中、

これを増やすことが課題

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に将来地域の担い手となり

得る農業者、団体等が賃貸借権設定を行

った場合に要する経費の助成を行った。 

Ｒ４年度交付者：団体等19件、個人60件

事業の振り

返りと今後

の課題

認定農業者等の規模拡大に

対し、負担軽減、経営強化の

一助を成しているが、農地

の賃貸借者双方のニーズの

バランスがとれない状況に

なることも予想され、耕作

放棄地の増加へつながるこ

とが懸念される。

 推進方針 関連事業

 目　的 農業生産基盤の適切な維持管理と老朽化対策など、農業生産基盤の機能の維持・向上

に向けた取組を進める。

 事業概要 経年劣化等により改修の必要な農業用施設の整備を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 農業用施設の整備件数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 件 80 80 80 80 80

 実　績 109 99

 Ｒ３年度

事業実施

概要

水路改修、給水栓設置等の整備24箇所、

補修用原材料機械借上80件、水路浚渫機

械借上５件を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

農道、農業用用排水路等農

業者や地区の要望に対し、

緊急性等を精査しながら整

備を図る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

水路改修、給水栓設置等の整備22箇所、

補修用原材料機械借上72件、水路浚渫機

械借上５件を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

前年度と同様に要望に対

し、緊急性等を精査しなが

ら整備を図る。
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(６)　住環境の整備（上下水道局・環境課・建築住宅課） 

l 居住環境の整備と公共用水域の水質保全を図るため、公共下水道及び集落排水処理施設

への接続率向上と合併浄化槽の整備推進に努める。 

l 改良住宅の改修等について、入居者の生活状況を踏まえながら推進する。 

具体的な事業 

31. 公共下水道等接続及び合併処理浄化槽設置推進事業（担当課：上下水道局・環境課） 

 

 推進方針 関連事業

 目　的 公共用水域の水質を保全する。

 事業概要 公共下水道及び集落排水処理施設への接続や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ

の転換などを進めるため、公共下水道及び集落排水事業については未接続者への接続

啓発や水洗便所改造資金の融資（令和６年度末まで）を行う。合併処理浄化槽への転換

については、設置費補助金を交付し、水洗化率の向上を図る支援を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 水洗化率向上に対する体制整備（市内の世帯のうち、実際に公共下水道、

集落排水施設に接続又は合併浄化槽を設置して汚水を処理している世帯

の割合）

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

合併処理浄化槽設置補助金の申請　６件 

水洗便所改造資金融資　相談１件 

（申請なし） 

未接続者への接続啓発のアンケート 

（上井地区：85件）うち一部電話勧奨 

水洗化率　83.7％

事業の振り

返りと今後

の課題

ｱﾝｹｰﾄ結果では、資金が必要

となることが施設接続しな

い理由の一つとなってい

た。経済的な事情に配慮し

ながら、未接続者に対する

啓発を継続していくととも

に合併処理浄化槽の設置を

推進し公共用水域の水質保

全を図る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

合併処理浄化槽設置補助金の申請 11件 

水洗便所改造資金融資　相談・申請なし 

未接続者への接続啓発のアンケート送付 

（上北条地区）48件うち電話勧奨 9件 

（西郷地区）　81件うち電話勧奨 17件 

　　合　計　 129件うち電話勧奨 26件 

水洗化率83.9％

事業の振り

返りと今後

の課題

ｱﾝｹｰﾄによると経済面だけ

ではなく、次世代の不在が

未接続理由の上位にあがっ

てきており、水洗化が見込

めない現状がある。世帯の

状況に配慮しながら、接続

勧奨や合併浄化槽の設置推

進に取り組む必要がある。
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32. 市営住宅維持管理事業（担当課：建築住宅課） 

 

第２　障がいのある人の人権 

１　現状と課題 

l 本市の障がいのある人の人権に対する意識や理解は進んできているが、依然として差別

や偏見がある。 

l 市民意識調査の結果では、障がいのある人の人権について、「差別や偏見がある」と答え

た人は平成24（2012）年度に実施した調査結果と比較して４ポイント上昇した。 

l また、「生活上の不便や就労・教育・入居拒否などの問題がある」と答えた人は、前回調

査と比較して1.7ポイント減少した。 

l 過去５年間に障がいのある人に対する差別を直接見聞きしたことがある人は、前回調査

と比較して2.4ポイント減少したが、その中でも精神障がいのある人に関する事象が半

数近くを占めており、精神障がいのある人に対する理解が不充分であることから、こう

した人々が地域で孤立し、支援や医療、就労につながりにくい現状にあると言える。 

l 本市では、障がいのある人の人権を尊重する社会づくりを目指し、市民の人権意識を高

めるための研修、広報等、各種啓発事業を行うとともに、就学前教育、学校教育及び地

域での学習機会の充実に努め、障がいのある人に対する理解や支援の促進を図っている。 

l 障がいのある人の自己実現を図るためには、障がいの特性に応じた生活環境の整備と支

援、教育環境の整備、意思疎通支援としての手話、要約筆記、点字、朗読、ＩＣＴ技術

等による情報提供が重要である。 

l 今後も、ノーマライゼーション、バリアフリー及びユニバーサルデザインに対する理解

及び普及に努め、交流やふれあいの機会を多く設けるとともに、障がいの有無にかかわ

 推進方針 関連事業

 目　的 倉吉市営住宅等長寿命化計画に基づき耐用年数を迎えた改良住宅について、入居者

の生活状況を踏まえ、用途廃止、譲渡等を推進する。

 事業概要 改良住宅のうち、木造住宅を用途廃止し、入居者の生活状況を踏まえ譲渡する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 譲渡又は解体の実施に向けた入居者との連絡対応の体制整備

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

新型コロナウイルス感染症の影響による

生活状況の悪化が原因と考えられるが、

事業の進展は無かった。

事業の振り

返りと今後

の課題

入居者の生活状況を考える

と譲渡は困難と思われるの

で、準耐火造の建替時に用

途廃止し、解体を検討する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

物価上昇等により生活状況は厳しく、事

業の進展は無かった。

事業の振り

返りと今後

の課題

前年度と同様に、入居者の

生活状況を考え、準耐火造

の建替時に用途廃止し、解

体を検討する。
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らず学校及び地域で共に社会の一員として人格や個性が尊重され、安心して自立した生

活を営むことができるよう、人権擁護と市民への啓発活動の推進を継続する必要がある。 

　 　 　 　 　  

 

２　基本方針 

(１)　就学前教育・保育（子ども家庭課） 

l 近年、発達障がいに対する認識が広がり、乳幼児期からの気づきと早期支援が重要にな

っている。 

l 認定こども園及び保育所では、障がいのある乳幼児の教育・保育を行っており、その中

で支援が必要な子どもに適切な教育及び保育を行うとともに、必要が生じた場合には、

保護者への相談に応じる等の必要な支援を関係機関と連携して進める。  
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具体的な事業 

33. 発達支援体制整備、障がい児保育（担当課：子ども家庭課） 

 

(２)　学校教育（学校教育課・子ども家庭課） 

l 学校内では、特別支援学級と通常学級との日常的な交流や倉吉養護学校との交流が行わ

れており、体験活動や調査活動等、身近な地域の障がいのある人との交流を行うなど障

がいのある人や障がいの内容を正しく理解する教育を進めている。 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 関係機関が連携して相談機能を充実し、早期の気づきから的確な評価と適切な支援

へとつなげていく。

 事業概要 発達支援に係る体制の充実と障がいがある乳幼児や医療的ケアが必要な乳幼児の支

援相談体制を確保する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 各施設への専門職員の訪問の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

障がい児保育　19施設、42名、延べ580

月の加配保育士等を配置 

医療的ケア児の保育　２施設、延べ20月

の加配看護師を配置 

・加配保育者の配置による教育保育の実

践と保護者、施設、保育所の相談支援を

行った。 

・児童発達支援員による巡回訪問の実施

とコロナ禍における対応としてオンラ

インでの乳幼児の状況把握と相談支援

を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

加配が必要とされる乳幼児

が増加しており、早期の発

達支援が益々重要であり、

加配の保育士の確保と資質

の向上をさせ、教育・保育の

実践につなげていくことが

必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

障がい児保育　19施設、46名、延べ516

月の加配保育士等を配置 

医療的ケア児の保育　２施設、延べ16月

の加配看護師を配置 

・加配保育者の配置による教育保育の実

践と保護者、施設、保育所の相談支援を行

った。 

・児童発達支援員による巡回訪問の実施

とコロナ禍における対応としてオンライ

ンでの乳幼児の状況把握と相談支援を行

った。

事業の振り

返りと今後

の課題

加配保育士や医療的ケア児

に対応する看護師等の人材

確保、ケア研修の機会の確

保と実践による受入体制の

強化が必要
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l 近年、発達障がい等を含めた障がいの種類、状況が多様化しており、個々の児童生徒の

状況に応じた支援や、障がいのある児童生徒の早期支援のための相談体制の充実が求め

られており、この様な状況の中、就学前教育・保育と小学校との連携が進み、早期に支

援できる体制ができつつあり、発達障がい等のある児童生徒のための通級指導教室の設

置も行われている。 

l 今後さらに、本人や保護者に寄り添い、就学前教育及び保育、小学校、中学校、特別支

援学校並びに高等学校との連携を進めて行く。 

l 一人の子どもの成長発達の記録が、成長発達過程で円滑に繋がるようＩＣＴの活用につ

いて、個人情報の保護に配慮しながら検討を進める。 

具体的な事業 

34. 就学前教育・保育と小学校、小学校と中学校との連携事業（担当課：学校教育課・子ども家庭課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 個々の児童生徒の状況に応じた支援や、障がいのある児童生徒の早期支援のための

支援を充実する。

 事業概要 就学前教育・保育と小学校、小学校と中学校接続時の情報共有を確実に行い、支援体

制を引き継ぐため、倉吉市個別の支援計画を活用しながら移行支援会議を開催する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 倉吉市個別の支援計画を活用した移行支援会議の実施率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 80 85 90 95 100

 実　績 45 92

 Ｒ３年度

事業実施

概要

子ども家庭課では、就学前教育及び保育

から小学校への接続性を意識した横断連

携、移行支援会議等を通じて支援体制を

整えた。 

学校教育課では、移行支援会議は実施し

ているが、通常学級へ入級する園児の場

合は個別の支援計画が活用されていない

ケースがある。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き保育施設、教育施

設の連携を深めることで支

援体制の充実を図り、子ど

もの発達支援、保護者支援

を行う。 

学校教育課では、園での支

援を引き継ぐため、個別の

支援計画の有効性を保護者

に伝える必要がある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

子ども家庭課では、就学前教育及び保育

から小学校への接続性を意識した横断連

携、移行支援会議等を通じて支援体制を

整えた。学校教育課では前年度に比較し

活用が進んでいる。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き保育施設、教育施

設の連携を深めることで支

援体制の充実を図り、子ど

もの発達支援、保護者支援

を行う。特別支援主任者会

や校長会等でも活用をお願

いしたため、増加した。今後

も継続する。
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(３)　交流学習（学校教育課） 

l 倉吉養護学校、鳥取県発達障がい者支援センター、児童相談所等の関係機関との連携を

図り、特別支援学校をはじめ、障がいのある人や家族、支援者たちとの交流やふれあい

を通じ、学校や地域での交流学習の充実に努める。 

具体的な事業 

35. 様々な障がいについての理解・交流学習推進事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 幼少期から年齢に応じて障がいに対する理解を深め、障がいの有無に関わらずお互

いを尊重し共に生活していく力を身につける。

 事業概要 年間計画に基づいた障がいのある人に関する学習や、特別支援学校・特別支援学級の

友だちとの交流を通して、障がいを正しく理解し、お互いを認め合う態度を身につける

学習を推進する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 年間指導計画に基づき、各学年の発達段階に応じて、体験や交流をとお

し、様々な障がいについて理解を深める学習を行った学校の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 95 100 100 100 100

 実　績 実施なし 実施なし

 Ｒ３年度

事業実施

概要

感染症対策のため、特別支援学校との交

流学習は行うことができなかったが、特

別支援学級との交流は日常的に行い、理

解を進めることができた。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策のため、直接の

ふれあいはできないが、オ

ンライン等の方法を検討す

る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

今年度も感染症対策のため、特別支援学

校との交流学習は行うことができなかっ

た。感染症対策を徹底し、できる限り可能

な範囲で特別支援学級との交流を行い、

理解を進めることができた。

事業の振り

返りと今後

の課題

特別支援学校との交流を実

施し、お互いの理解を深め

る。



37 

(４)　啓発活動（人権政策課） 

l 身近な生活の中で、障がいの有無にかかわらず、お互いの人格や個性が尊重され、共に

認め合いながら生活していくため、障がいのある人の立場に立ったバリアフリーや、ユ

ニバーサルデザインへの理解や普及を図る。 

具体的な事業 

36. バリアフリー及びユニバーサルデザイン啓発事業（担当課：人権政策課） 

 

(５)　自立支援・相談体制の充実（福祉課） 

l ノーマライゼーションの理念に基づき、誰もが平等に社会の一員として生活し、スポー

ツ、文化、芸術活動など様々な活動ができる社会が求められている。 

l 障がい者地域生活支援センターの相談支援体制を充実させ、身体・知的・精神の障がい

のある人や難病の人が社会の一員として自立し、生きがいがあり安心して日常生活を営

むことができるよう相談支援に努める。 

l 市民の理解を深める啓発、交流活動を推進するとともに、人権侵害の救済及び支援と権

利擁護の体制の整備を図り、地域社会での自立を支援していく。 

l 障がいのある人及びその家族に対して、相談のニーズが多種、多様化する中で、就学前

から学校教育までの発達段階、その後のライフステージに応じた相談活動や、地域生活

における相談活動等、関係機関と連携して総合的な支援を行うため、今後一層の専門性

の向上と相談体制の充実を図る。 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 身近な生活の中で、障がいの有無にかかわらず、お互いの人格や個性が尊重され、共

に認め合いながら生活していくため、障がいのある人の立場に立ったバリアフリーや、

ユニバーサルデザインへの理解や普及を図る。

 事業概要 啓発資料を収集し、市報、ウェブサイト等の広報媒体により普及啓発を図るほか、地

域、団体等の要請に応じ、学習会等の啓発活動を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 広報媒体による周知の回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 １ １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

倉吉市人権教育研究会に事業を委託し、

ユニバーサルデザインをテーマにした啓

発物品を作成し、学校等に配布し、周知を

行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

啓発物品による周知は行え

たが、市報、ウェブサイトな

どでの恒久的な啓発が必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

倉吉市人権教育研究会に事業を委託し、

企業活動委員会において、市内企業向け

の研修会を実施した。また、センターだよ

りに啓発記事を掲載した。

事業の振り

返りと今後

の課題

市内企業のＵＤに対する理

解が深まった。様々な手法

により、周知を推進する。
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具体的な事業 

37. 障がい者相談支援事業（担当課：福祉課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 障がい者が地域で安心して生活していくために必要な福祉サービスの整備や利用支

援を行う体制を整備する。

 事業概要 障がい者地域生活支援センターを設置し、障がい者等からの相談に応じ、必要な情報

の提供、助言など必要な支援を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 相談対応件数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 件 1,175 1,305 1,436 1,500 1,566

 実　績 1,230 1,426

 Ｒ３年度

事業実施

概要

福祉サービスの利用に関する相談が全体

の21％ともっとも多かった。障がい別で

は精神障がいが全体の63％と最も多く、

次いで知的障がいが20％、身体障がいが

５％となっている。感染防止のためメー

ル・電話での相談が増加している。

事業の振り

返りと今後

の課題

関係機関と連携し、相談者

に対して必要な支援・サー

ビスを提供することができ

た。地域に潜在している福

祉ニーズに対応できるよ

う、引き続き、センターの周

知等を行う。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

生活上の不安の解消や情緒不安を安定す

る支援が全体の 31％ともっとも多かっ

た。障害別では精神障がいが全体の65％

ともっとも多く、次いで知的障がいが

21％、身体障がいが５％となっている。来

所による相談が前年度より76％増加して

いる。

事業の振り

返りと今後

の課題

前年度と同様に、相談者に

必要な支援・サービスを提

供することができた。地域

に滞在している福祉ニーズ

に対応できるよう、引き続

きセンターの周知等を行

う。
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(６)　住環境の整備（建築住宅課・建設課・管理計画課） 

l 障がいのある人が地域の中で安心して生活できるよう、住宅環境や公共施設などのバリ

アフリー化、ユニバーサルデザインの推進に努める。 

具体的な事業 

38. 福祉のまちづくり推進事業（担当課：建築住宅課） 

 

 推進方針 関連事業

 目　的 高齢者、障がい者等の住みよいまちづくりを推進する。

 事業概要 民間の物販店舗、旅館、ホテル、飲食店、理髪店、美容院、その他多数の者が利用す

る施設のバリアフリー化の整備に対して助成金を交付する。（補助率１/２又は２/３）

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報くらよし等による制度周知

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 １ １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

倉吉市福祉のまちづくり推進事業補助金

制度について、市報やウェブサイトで周

知を行い、民間施設のバリアフリー化整

備の支援を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

Ｒ３年度は、２件の既存店

舗のバリアフリー化整備の

助成を行った。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に、民間施設のバリアフリ

ー化整備の支援を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

Ｒ４年度は、１件の既存店

舗のバリアフリー化整備の

助成を行った。
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39. 市道交通円滑化事業（担当課：建設課） 

 

 推進方針 関連事業

 目　的 車両通行の円滑化や歩行者の安全確保を図る。

 事業概要 市道において維持補修等が必要な箇所の整備を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 維持補修等工事の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

区画線、道路反射鏡、転落防止柵などの交

通安全施設の維持補修や整備を30箇所実

施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

緊急性や危険度を考慮し、

優先的に整備すべき箇所の

整備を行っており、引き続

き優先的に整備すべき箇所

から整備を実施していく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に交通安全施設の維持補修

や整備を実施し、35箇所を対応した。

事業の振り

返りと今後

の課題

緊急性や危険度を考慮し、

引き続き整備すべき場所か

ら実施していく。
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40. 公園管理事業（担当課：管理計画課） 

 

 推進方針 関連事業

 目　的 快適で安心して利用できる環境づくり

 事業概要 公園施設等の維持管理（遊具・トイレ・フェンス等）

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 公園利用者の苦情件数利用者が快適に不具合なく利用できる環境を維持

する

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

老朽化した公園施設（遊具・フェンス等）

の改修を行い、施設の長寿命化を図るこ

とができた。 

市内の公園・緑地施設のうち、105公園・

緑地は、維持管理について自治公民館等

に年間委託し共同作業を行っていただく

とともに、それ以外の直営公園の管理に

ついては、トイレ清掃、ゴミ収集、園内清

掃、除草・集草、樹木の剪定等を業者委託

した。 

公園利用者の苦情件数　６件

事業の振り

返りと今後

の課題

公園・緑地を安心して安全

かつ快適に利用していただ

くとともに、公園施設の老

朽化が進んでいるため、長

寿命化を図りながら維持管

理を行う。 

公園・緑地の除草作業や遊

具等の安全点検について、

利用者でもある地域住民等

の協力を得ながら進めてい

く。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

老朽化した公園施設（遊具等）の改修を行

い、施設の長寿命化を図ることができた。 

市内の公園・緑地施設のうち、106公園・

緑地は、維持管理について自治公民館等

に年間委託し共同作業を行っていただく

とともに、それ以外の直営公園の管理に

ついては、トイレ清掃、ゴミ収集、園内清

掃、除草・集草、樹木の剪定等を業者委託

した。 

公園利用者の苦情件数　７件

事業の振り

返りと今後

の課題

公園・緑地を安心して安全

かつ快適に利用していただ

くとともに、公園施設の老

朽化が進んでいるため、長

寿命化を図りながら維持管

理を行う。 

公園・緑地の除草作業や遊

具等の安全点検について、

利用者でもある地域住民等

の協力を得ながら進めてい

く。
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第３　男女の人権 

１　現状と課題 

l 人口減少が急速に進む我が国では、国際社会との協調を図りながら、社会の持続可能性

の確保をはじめとする様々な課題を解決していくため、あらゆる分野での女性活躍をは

じめとする男女共同参画社会の実現が求められている。 

l 本市においても、若年層を中心として性別による固定的役割分担意識の解消や男女共同

参画の意識の浸透が見られ、一方で、家庭や地域における男女の役割に著しい偏りがあ

り、また市政運営に女性の声を反映させるための審議会等の委員の登用や自治公民館等

地域活動を担う役員の女性就任割合は低迷している。 

l 様々な分野において男女共同参画の視点を取り入れるため、次世代を担う女性リーダー

の育成と活躍の場を作っていく必要があり、職場における女性の活躍を推進するため、

ワーク・ライフ・バランスを促進する意識改革や働き方の見直し等の環境整備も求めら

れている。 

　 　 　  
 

２　基本方針 

(１)　教育・啓発の推進（学校教育課・人権政策課） 

l 性別にかかわらず、男女が平等で互いの人権が尊重される社会の実現に向けて、男女共

同参画についての理解と認識を培うための教育の推進に努める。 

l 性別による固定的役割分担意識を変革し、男女間の役割や分担の偏りを見直すことによ

り、社会の様々な分野における不平等感が解消されるよう意識啓発を推進する。 
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具体的な事業 

41. 男女共同参画推進事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 男女共同参画のまちくらよしの実現を目標とし、男女が共に支え合い、それぞれの個

性と能力を発揮できる、豊かで活力にあふれたまちをめざし、「男女がともに活躍でき

る環境づくり」、「安心・安全に暮らせる社会づくり」、「男女共同参画社会の実現に向け

た基盤づくり」の３つの基本目標の実現を図る。

 事業概要 第６次くらよし男女共同参画プランの推進と、当該プランに関係する事業の推進

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 個別計画によるＰＤＣＡサイクルの推進

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施なし 着手

 Ｒ３年度

事業実施

概要

６月を倉吉市男女共同参画推進月間とし

て、市民参加型アンケートを含むパネル

展を実施するなどの取組は行ったが、個

別計画によるＰＤＣＡサイクルの推進は

実施できなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策により、啓発機

会が減少し、対策が求めら

れる。また、ＰＤＣＡサイク

ルの構築を推進するよう、

取組を進める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

日本女性会議2022 in 鳥取くらよしを開

催し、県内外から2,000人を超える参加者

を集め、市内での男女共同参画に対する

機運を高めた。ＰＤＣＡサイクルの推進

については、着手をしたがフィードバッ

クまでに至らなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

国内最大級のコンベンショ

ンを成功させるなど、気運

醸成については過去最大の

成果を上げたが、今後はＰ

ＤＣＡサイクルの分析を進

める。
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42. 児童生徒・保護者への男女の人権啓発事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 男女が共に支え合い、それぞれの個性と能力を発揮できる小中学校運営を実現する。

また、保護者にも固定的な性別役割分担意識の解消を目指す。

 事業概要 男女が共に支え合い、それぞれの個性と能力を発揮できる小中学校運営を推進する。

また、保護者会・ＰＴＡ会員対象の研修会等で、固定的な性別役割分担意識等の解消に

向けた取組を提案する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 年間指導計画に基づき、男女が共に支え合う学級づくり・社会づくりに

関する学習を行った学校の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 90 90 100 100 100

 実　績 90 83

 Ｒ３年度

事業実施

概要

年間指導計画に従って実施した。 事業の振り

返りと今後

の課題

年間指導計画に適切に配当

されるよう、確認を行う。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

学校では年間指導計画に従い取り組んだ

が、保護者への研修が感染症対策のため

実施できなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

年間指導計画に適切に配当

されるよう確認し、保護者

研修の実施を依頼する。
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(２)　相談体制の充実（子ども家庭課） 

l 配偶者などパートナーからの暴力（ＤＶ）など女性に対する犯罪の根絶に向け、相談体

制の充実と啓発に努めるとともに、関係機関との連携を図りながら被害者の支援を行う。 

具体的な事業 

43. 女性相談窓口の充実事業（担当課：子ども家庭課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 関係機関等との連携を図りながら、被害者及びその家族の支援を行う。

 事業概要 専門の女性相談員を配置し、要保護女子等の発見、相談、指導、配偶者からの暴力等

に係る相談、保護、自立支援を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 専属の相談員の配置（家庭相談員、女性相談員）

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 人 ２ ２ ２ ２ ２

 実　績 ２ ２

 Ｒ３年度

事業実施

概要

女性相談員を配置し、要保護女子等の発

見、相談、指導、配偶者からの暴力等に係

る相談、保護、自立支援に努めた。 

また、関係機関と連携を図り、被害者及び

家族の必要な支援を行った。 

中部圏域ネットワーク会議へ参加し、対

応に関する情報交換及び研究等行った。 

各種研修会へ参加し、対応職員のスキル

アップを図った。

事業の振り

返りと今後

の課題

被害者の相談内容に応じ

て、庁内外の必要な機関に

つなげている。 

関係機関との連携をさらに

図るとともに、相談窓口や

支援制度を継続し、ＤＶ相

談窓口の周知活動の継続が

必要

 Ｒ４年度

事業実施

概要

女性相談員を配置し、要保護女子等の発

見、相談、指導、配偶者からの暴力等に係

る相談、保護、自立支援に努めた。 

また、関係機関と連携を図り、被害者及び

家族の必要な支援を行った。 

中部圏域ネットワーク会議へ参加し、対

応に関する情報交換及び研究等行った。 

各種研修会へ参加し、対応職員のスキル

アップを図った。

事業の振り

返りと今後

の課題

被害者の相談内容に応じ

て、庁内外の必要な機関に

つなげている。 

関係機関との連携をさらに

図るとともに、相談窓口や

支援制度を継続し、ＤＶ相

談窓口の周知活動の継続が

必要
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(３)　推進組織の充実（人権政策課） 

l すべてのライフステージにおいて、男女が平等なパートナーとして互いに協力し、様々

な活動に参画していけるよう、男女平等意識を定着させるため、くらよし男女共同参画

推進スタッフの育成、推進組織の支援に努める。 

具体的な事業 

44. くらよし男女共同参画推進スタッフ育成・運営事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 倉吉市男女共同参画推進条例（平成16年倉吉市条例第30号）第17条の規定に基づ

き、男女共同参画社会の実現をめざし、市民と行政がともに連携をとりながら家庭、地

域及び職場において男女共同参画の理解を深めるための啓発活動を行う。

 事業概要 当該目的を達成するため、スタッフ会を設置し、男女共同参画に対する住民への理解

を推進し、市が行う住民に対する啓発活動へ協力する活動を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 スタッフ会による啓発活動の実施回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １回以上 １回以上 １回以上 １回以上 １回以上

 実　績 未実施 未実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍のため多くの町内学習会が書面

での実施となり、出前講座が実施できな

かった。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍のため、対面での

啓発活動が難しくなってお

り、活動の方法など工夫が

必要。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

昨年度と同様に、コロナ禍のため、出前講

座は実施できなかったが、メンバーで日

本女性会議の当日運営等に関わることで

啓発活動を行なった。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症の分類の引下げによ

り、来年度は出前講座を実

施するよう啓発に努める。
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(４)　政策・方針決定過程への参画の推進（人権政策課） 

l 行政の政策・施策の決定の場や職場、家庭、地域活動など、あらゆる場面での方針決定

における男女共同参画の実現を目指す。 

具体的な事業 

45. 男女共同参画政策推進事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 行政の政策・施策の決定の場や職場、家庭、地域活動など、あらゆる場面での方針決

定における男女共同参画の実現を目指す。

 事業概要 研修会の開催のほか、各種啓発活動を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市の各種審議会・委員会の委員等に占める女性の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 32 34 36 38 40

 実　績 30.3 31.7

 Ｒ３年度

事業実施

概要

倉吉市女性人材登録制度が活用され登録

者から審議会委員に委嘱された。

事業の振り

返りと今後

の課題

公的審議会の女性委員割合

は近年横ばいとなってお

り、倉吉市女性人材登録制

度の充実と周知が必要。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

昨年度と同様の取組を行ない、スコアは

微増したが、目標値には届かなかった。同

年度に日本女性会議を開催し、女性参画

の気運は高まったと感じている。

事業の振り

返りと今後

の課題

昨年度と引き続き横ばいと

なっており、啓発事業の実

施と登録制度の充実と周知

が必要である。
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(５)　就労・雇用の促進（しごと定住促進課・人権政策課） 

l 男女がともに働きやすい職場環境に向けた企業の取組を支援するとともに、結婚や出産

を経ても安心して働きつづけられる職場環境と離職しても再就職できる機会の確保、男

性の育児休業取得の促進に努める。 

具体的な事業 

46. 就労・雇用促進事業（担当課：しごと定住促進課・人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 男女がともに働きやすい職場環境に向けた企業の取組を支援するとともに、結婚や

出産を経ても安心して働き続けられる職場環境と離職しても再就職できる機会の確

保、男性の育児休業取得の促進に努める。

 事業概要 三者合同研修会（倉吉市人権啓発企業連絡会、倉吉市人権教育研究会、中部地区高等

学校同和教育研究会）、県等からのセミナー案内を会員企業に周知し、会員企業の延べ

５割の参加を目指す。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会、県等からのセミナーへの会員企業の参加率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 50 50 50 50 50

 実　績 12 55

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権政策課では、県等からのセミナー案

内を商工会議所等に案内した。商工観光

課では、三者合同研修会実施(12月)、随

時各種セミナー等の周知に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍により参加率が伸

び悩んだ。三者合同研修会

でこれまでテーマにしてい

なかった、職場における男

女共同参画についての講座

など、新しい企画、各種セミ

ナー等の周知を徹底する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権問題に対する正しい認識と理解を深

めるため、関係機関と協力し三者合同研

修会及び新入社員研修会を実施。新入社

員研修会では新入社員６社36名を含む42

名が参加し、あらゆる差別について学び

を深めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

しごと定住促進課（商工観

光課）と人権政策課が共同

して、研修を継続実施し、人

権啓発を推進する。
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(６)　「日本女性会議2022 in 鳥取くらよし」による女性リーダー育成（人権政策課） 

l 令和４（2022）年に開催される全国会議「日本女性会議2022 in 鳥取くらよし」におい

て、男女共同参画への理解を深めるとともに、男女共同参画社会の実現に向けた課題の

解決策を見出し、次代へつながる施策を展開する。 

具体的な事業 

47. 「日本女性会議2022 in 鳥取くらよし」による女性リーダー育成事業（担当課：人権政策課） 

 

第４　外国にルーツを持つ人の人権 

１　現状と課題 

l 本市には、外国にルーツを持つ人が多く居住しており、結婚、就労等の様々な理由で市

内に居住する外国人が増加している。 

l 国籍別の主な国としては、ベトナム（105人）、中国（69人）、韓国及びフィリピン（各

53人） 

l これまでも、公益財団法人鳥取県国際交流財団やToriフレンドNetwork、在日外国人団

体、その他民間交流団体と連携し、交流活動、講演会及び研修会による啓発活動、日本

語講座や相談窓口の設置、外国語表記による生活情報等の提供などを継続してきた。 

l 近年、都市部を中心に、特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動（ヘイトスピーチ）

が公然と行われる問題が発生し、平成28（2016）年に「本邦外出身者に対する不当な差

別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」が施行さ

れた。 

l 今後、生産人口の減少による労働者不足などから、社会全体はもとより、本市において

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 男女共同参画の実現に向けた課題の解決策を見出し、次代へつながる施策を展開す

るための女性リーダーの掘り起こし、及び育成を目指す。

 事業概要 日本最大規模の男女共同参画に係る全国会議を開催する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 女性人材登録制度登録者数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 人 48 50 52 54 55

 実　績 47 50

 Ｒ３年度

事業実施

概要

日本女性会議の企画運営に関わる女性に

倉吉市女性人材登録制度に登録してもら

った。

事業の振り

返りと今後

の課題

日本女性会議を通して、多

くの女性が活躍している。

継続して活躍できる場の確

保が必要。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

昨年度と同様、日本女性会議の企画運営

に関わる女性の登録をうけた。

事業の振り

返りと今後

の課題

日本女性会議の開催により

気運が高まったが、継続し

て活躍できる場の確保が必

要。
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も外国からの移住者や外国にルーツを持つ人の増加が見込まれることから、多文化共生

の視点で、働き手の確保のみならず、社会の構成員として多様性を認め受容し、共生社

会の実現を目指す必要がある。 
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２　基本方針 

(１)　就学前教育・保育（人権文化センター・子ども家庭課） 

l 国際化の進展の中、認定こども園・保育所にも外国にルーツを持つ人の乳幼児が入園す

るようになってきており、保育教諭、保育士等が国際理解教育への理解を深め、保護者

とのコミュニケーションを深めながら、子どもたちの国際的な人権感覚を高める教育・

保育を推進する。 

具体的な事業 

48. 異文化交流事業（担当課：人権文化センター・子ども家庭課） 

 

(２)　学校教育（学校教育課） 

l 外国にルーツを持つ子どもが民族や母国に対する誇りを持ち、自己のアイデンティティ

を確立できるように支援するとともに、すべての子どもが共に学び、共に育つことがで

きる仲間づくりに取り組むため、外国にルーツを持つ子どもの保護者に対しても、子ど

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 就学前の子どもたちに外国にルーツを持つ人への理解を深める教育・保育を推進し、

子どもたちの国際的な人権感覚を高める。

 事業概要 就学前の子どもたちと外国にルーツを持つ人との交流会を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 交流会を年１回以上実施する。

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 ０ ３

 Ｒ３年度

事業実施

概要

子ども家庭課では、コロナ禍において事

業の計画とその実施が出来る状況ではな

かった。各人権文化センターでも、計画を

したが一部を除き開催することができな

かった。その中で、限定的ではあるが、は

ばたき人権文化センターでは、ベトナム

の文化と生活を学び、感染症対策の上、会

食を行なう等、直接、語り合う場を、また、

やまびこ人権文化センターでは、保育園

年長児を対象として、台湾の生活文化に

触れられる交流会を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍により、事業の実

施が困難な状況であった。

コロナ禍においても感染拡

大状況に応じ、事業が実施

できるよう対策と検討が必

要である。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

各人権文化センターとの共同により、小

鴨保育園、上小鴨保育園、西倉吉保育園、

関金保育園、みのり保育園において、ニュ

ージーランド、フランス、アメリカ等の生

活文化に触れる交流会を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も国際理解を深める交

流を継続し、人権感覚を高

めていく。
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もたちの成長を支えることができる支援活動を推進する。 

具体的な事業 

49. 国際理解教育の推進事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 外国にルーツを持つ子どもが民族や母国に対する誇りを持ち、自己のアイデンティ

ティを確立できるように支援するとともに、すべての子どもが共に学び、共に育つこと

ができる仲間づくりに取り組むため。

 事業概要 それぞれの校区や地域で外国にルーツを持つ人との交流活動や研修会等を実施し、

多文化共生理解や外国にルーツを持つ人の人権問題について認識を深めるなど、国際

理解教育を推進する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 ＡＬＴ、国際交流員、外国にルーツを持つ児童生徒の保護者等との交流

活動等、多文化共生理解のための学習を行った割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 80 85 90 95 100

 実　績 100 78

 Ｒ３年度

事業実施

概要

新型コロナウイルス感染症対策のため、

ＡＬＴとの交流を中心に実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

国際交流員、外国にルーツ

を持つ児童生徒の保護者等

との交流を再開させてい

く。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に、感染症対策のため、ＡＬ

Ｔとの交流を中心に実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

多文化の理解を深める活動

を取り入れるよう啓発。人

権教育課の事業活用を検討
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(３)　啓発の推進（人権政策課・人権文化センター） 

l 市民意識調査の結果では、外国にルーツを持つ人の問題について「わからない」と回答

した人が17.9％となっており、問題意識を理解していない市民が一定数存在している。 

l 外国にルーツを持つ人が増加している中、外国にルーツを持つ人の人権に関する問題を

学習することを通じて、自分と異なる生き方や考え方をする他者の存在を認め、共に生

きる共生社会の実現について啓発する。 

具体的な事業 

50. 外国にルーツを持つ人の人権啓発事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 外国にルーツを持つ人が増加している中、外国にルーツを持つ人の人権に関する問

題を学習することを通じて、自分と異なる生き方や考え方をする他者の存在を認め、尊

重することについて啓発を推進する。

 事業概要 外国にルーツを持つ人の人権に関する問題について周知・啓発を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報等での啓発回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 １ １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市報12月号で外国にルーツを持つ人の人

権について、人権・同和問題に関する市民

意識調査の分析を元にした啓発記事を掲

載した。また、各センターだよりで啓発記

事を掲載した

事業の振り

返りと今後

の課題

市民意識調査によると、わ

ずかではあるが、差別や偏

見を持つ人が存在すること

から、継続して取組を続け

る必要がある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

日本語学習会・ToriフレンドNetworによ

りウクライナ伝統文化アートを学んだ

り、学習の輪、支援の輪を広げたほか、セ

ンターだよりにより啓発を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

継続して事業に取組むほ

か、大人・子どもを問わず、

身近な存在として、ともに

地域で暮らす一員として感

じられる企画を検討する。
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(４)　医療保険・国民年金・介護保険等の情報提供（保険年金課・長寿社会課） 

l 本市に住民登録している外国人が健康で安心して生活するための基盤である、公的医療

保険・国民年金・介護保険制度等の情報提供を行い、利用しやすい環境づくりを推進す

る。 

具体的な事業 

51. 国民健康保険・国民年金制度啓発事業（担当課：保険年金課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 国民健康保険・国民年金制度等の情報提供を行い、利用しやすい環境づくりを推進す

る。

 事業概要 多言語対応パンフレットや窓口相談で各制度の周知を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 多言語対応パンフレットの配布の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

保険料決定通知書送付時に、新規で国保

に加入した外国人に多言語対応パンフレ

ットを同封した。

事業の振り

返りと今後

の課題

制度の概要を周知するた

め、事業を継続する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

昨年度と同様、保険料決定通知書送付時

に、新規で国保に加入した外国人に多言

語対応パンフレットを同封した。

事業の振り

返りと今後

の課題

制度の概要を周知するた

め、事業を継続する。
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52. 介護保険制度啓発事業（担当課：長寿社会課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 介護保険制度等の情報提供を行い、利用しやすい環境づくりを推進する。

 事業概要 市報、パンフレット、ホームページ、電話・窓口相談で制度の周知を行い、介護保険

のてびきを活用し、わかりやすく利用しやすい対応を行う。また、手引きの多言語化に

ついて検討を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 介護保険のてびきの配布の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 
実施

見直し及び

配布
配布 配布

見直し及び

配布
配布

 
実　績

見直し及び

配布
配布

 Ｒ３年度

事業実施

概要

介護保険の多言語対応の手引きの内容に

ついて、見直しを行い、窓口等に配架し

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

手引きの内容の見直しをす

ることができた。今後も制

度周知のため、事業を継続

する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

市報、ホームページでの広報や、パンフレ

ットでの周知、介護保険の多言語対応の

手引きの窓口等の配架を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も制度周知のため、事

業を継続する。
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(５)　多文化共生理解（観光交流課・人権政策課・人権文化センター） 

l 外国にルーツを持つ人やその家族に対しては、外見や名前、言語や生活文化等の違いか

ら、日本国籍の有無に関わりなく民族的な偏見・差別が根強く存在している。国籍や民

族の異なる人々が互いの文化や宗教、価値観などを学び認め合うことにより、相互理解

を深めるとともに外国にルーツを持つ人が地域の担い手として活躍でき、ともに安心・

快適に暮らしていける多文化共生の社会づくりに努める。 

l また、学習と交流の場として平成26（2014）年度から実施している日本語学習会の内容

充実を図る。 

具体的な事業 

53. 国際交流事業（担当課：観光交流課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 国際理解や多文化共生を推進するにあたり重要となる、他国への興味を持つきっか

けとなる機会の提供を行い、海外の文化や風習を学ぶことで、倉吉の魅力の再発見に繋

げる。

 事業概要 各国の文化等について学ぶ、工芸品づくり等を行い、異文化と多様な価値観や考え方

の違いを学び、国際感覚を磨く講座を開講する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 国際理解講座等の開催回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 ２ ２ ２ ２ ２

 実　績 ０ ２

 Ｒ３年度

事業実施

概要

国際理解講座について、国際交流支援団

体と共催による開催を計画したが、新型

コロナウイルス感染症の拡大により中止

した。

事業の振り

返りと今後

の課題

国際交流や異文化理解を促

進する講座を計画し、感染

対策を講じて開催する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

コミュニティセンター活動展で韓国の紙

を使用した工芸品づくりで国際文化の周

知を行った。 

また、倉吉市国際交流員の活動報告会を

行い、国際交流員の仕事内容や海外から

見た倉吉市の印象について学んだ。

事業の振り

返りと今後

の課題

鳥取県中部地区日韓親善協

会などの外部団体と協力し

て、引き続き国際理解を深

めることが出来るようにす

る。また、国際交流員による

講座を開き、対話を通じた

国際理解を行う。



57 

54. 日本語学習会実施事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 中部地区に暮らす外国にルーツを持つ人と、学習を支援する人たちが集い、日常生活

に必要な日本語を学ぶ機会を提供し、参加者が日本で生活する上において日本語で不

便なく意思疎通できる能力を身につける。

 事業概要 当該目的を達成するため、学習会を企画し、実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 日本語で不便なく意思疎通できる能力を身につけた参加者の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 50 50 50 50 50

 実　績 50 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍により十分な開催には至らなか

ったが、オンラインの導入、昼間の開催な

ど内容を工夫して実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

オンラインを導入し、学び

の機会を設けることができ

た。活動は継続するが、感染

拡大が終息し、対面形式で

の実施ができることを期待

 Ｒ４年度

事業実施

概要

中部地区に暮らす外国にルーツを持つ受

講者と支援者が集い、一人ひとりの目標

やレベルに合わせて全59回、延べ183人

がオンライン等を併用して学習した。

事業の振り

返りと今後

の課題

目標達成を図ることができ

た。外国人の人口が増加す

るの中で受講者の拡大のた

め周知広報に取り組む。
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55. ToriフレンドNetwork支援事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 市内で暮らす外国にルーツを持つ人の声を聴き、地域の課題を共有及び情報交換を

し、多様な住民がともに安心して暮らせる包括型コミュニティを形成する。

 事業概要 当該目的を達成するために活動している市民団体であるToriフレンドNetworkに対

し、活動場所の提供、ＰＲ等、当該団体の活動を支援する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報、公式ウェブサイト等による周知

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 中止 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍により、具体的な活動は実施で

きなかったが、体制の維持に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

活動は実施できなかった

が、継続して活動できるよ

う、活動場所の提供、ＰＲ

等、当該団体の活動を支援

に努める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

ウクライナの伝統文化アートを学んだ

り、日本の伝統文化を学ぶ等、当事者はも

ちろん、支援者も外国の文化や生活など

多くのことを学び、学習の輪、支援の輪を

広げている。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策を徹底し、事業

を実施することができた。

今後も活動場所の提供、Ｐ

Ｒ等、当該団体の活動を支

援に努める。
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(６)　相談体制の充実（学校教育課・福祉課・人権政策課・人権文化センター） 

l 外国にルーツを持つ人やその家族などが、孤立したり、不利益を被ったりすることがな

いよう、生活、福祉、医療、教育、就労等の相談に対応するため、必要な支援に努める。 

具体的な事業 

56. 外国にルーツを持つ人の相談対応事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 外国にルーツを持つ人やその家族などの相談体制を確立し、生活、福祉、医療、教育、

就労等の相談に対応し、相談者の人権侵害を防ぐ。

 事業概要 外国にルーツを持つ人やその家族などからの相談に対応する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 相談に対する対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権政策課に電話相談が寄せられ、対応

を行った。また、倉吉市人権文化センター

では、ウクライナへの物資支援の対応を

行った。また、各センターを含め、よろず

会議や子どもたちを通して、困りごとの

ありそうな人の発見に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

電話相談については迅速な

対応ができた。また、物資支

援については、全国から膨

大な物資が届き、その対応

に苦慮した。 

今後も相談体制の充実に努

め、人権政策課やセンター

の相談体制について広報

誌、ウェブサイトで周知を

行う。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

倉吉市人権文化センターの日本語学習会

において、生活・就労・教育についての相

談に対応した。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も継続して対応を行な

うほか、相談体制の強化に

ついて研究する。
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57. 中国残留邦人等支援給付事業（担当課：福祉課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 中国残留帰国者等に対し、日本語習得の支援や生活支援等を行い、社会的・経済的自

立の助長を図る。

 事業概要 支援員を配置し、中国残留邦人と同伴帰国した世帯に対し、生活維持・向上に向けた

助言などの支援を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 支援・訪問回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 12 12 12 12 12

 実　績 12 12

 Ｒ３年度

事業実施

概要

支援対象世帯　１世帯（２人） 

毎月定期的に家庭訪問を行い、生活上の

相談・助言、日本語習得等の支援を行うこ

とで、地域で自立した生活ができるよう

支援した。

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍の中で、地域社会

と関わる機会が減少してお

り、また、高齢となり健康面

の不安も生じていることか

ら、今後も継続した支援が

必要である。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

支援対象世帯　１世帯（２人） 

家庭訪問を通して日々の生活での悩みや

困りごとについて相談・助言した。 

地域との交流機会に関する情報提供や参

加案内を行い、地域交流を支援した。

事業の振り

返りと今後

の課題

日本語習得に向けた支援を

行い、日々の生活を営む上

で最低限必要な日本語を積

極的に使う姿勢が見られる

ようになった。今後も継続

した支援が必要である。
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58. 外国にルーツを持つ児童生徒・保護者の相談支援の充実事業（担当課：学校教育課・子ども家庭

課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 外国にルーツを持つ児童生徒やその保護者が、孤立したり、不利益を被ったりするこ

とが無いようにするため。

 事業概要 外国にルーツを持つ児童生徒やその保護者がより相談があったときには、各機関と

連携しながら相談に対応し必要な支援に努める。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 相談に対する対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

児童生徒や保護者から相談があった場合

は、児童等の状況に応じた対応を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も相談体制を維持し、

継続して対応していく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に対応を行い、相談内容に

応じた関係機関との連携を図るよう、体

制整備に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も相談体制を維持し、

関係機関と連携を図り、問

題の早期発見を目指す。
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第５　子どもの人権 

１　現状と課題 

l 子どもは社会的弱者であり、守られるべき存在として、保護の対象となるだけでなく、

権利の主体として認めるものとして、子どもを守ることが位置付けられている。 

l 子どもたちが、人としての尊厳と権利が守られながら豊かな愛情をもって育てられ、健

やかに成長していけるよう、子どもや子育てへの支援を進めていく必要がある。 

l 本市では、「倉吉市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、令和２年度に第２次計画を

策定し、子どもの成長や子育てを支援する環境の整備や仕事と子育ての両立支援等の取

組を進めている。 

l 次代を担うすべての子どもたちが、特に乳幼児期において、大人への信頼感や自尊感情

が育ち、豊かな人間関係を育む基礎を培うことができるよう、地域をあげての取組のさ

らなる充実が求められている。 

　 　 　  

２　基本方針 

(１)　不登校・いじめ（学校教育課・子ども家庭課・人権文化センター） 

l 本市の不登校児童生徒（年間30日以上の欠席者）の割合は、令和元（2019）年度におい

て小学校では全国平均より0.13ポイント高く、中学校では全国平均より2.71ポイント

高くなっている。 

l 不登校問題は、本市における喫緊の課題の１つであり、未然防止と早期支援のための学

校体制づくり、家庭及び子どもへの支援と相談体制を充実していく必要がある。 

l インターネット端末など、大人が確認しにくい状況でのいじめや、日常生活での小さな

トラブルからいじめに発展するケースがあり、「いじめはどの学校にも起こりうること」

との認識のもと、日頃から、子どもの生活について注意深く観察し、いじめを許さない

学校体制づくりを進めることが大切である。 

l 「いじめ防止対策推進法」及び「倉吉市青少年問題対策協議会等条例」並びに「倉吉市

いじめ防止基本方針」に基づき、関係機関及び団体と連携を図りながら、これまで以上

にいじめの問題の未然防止や適切な対処が行われるよう、校内、校外を問わずいじめ防

止、不登校に向けた取組を推進して行く。  
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具体的な事業 

59. いじめ・不登校の未然防止と早期対応事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 いじめをゆるさない学校体制づくり、不登校の未然防止と早期対応により、全ての児

童生徒が明るく楽しく安心して学校生活を送ることができるようにするため。

 事業概要 倉吉市いじめ対策基本方針・各学校いじめ対策基本方針を基本とした対応を行う。ま

た、スクールソーシャルワーカー・こころの教室相談員を配置し、相談活動や関連機関

との連携の充実、学校満足度アンケートの活用による早期対応に努める。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標
令和３年度から令和４年度まで　不登校児童生徒の毎年１割減 

令和５年度から令和７年度まで　未然防止と個別対応の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 
％

小：1.12 

中：5.59

小：1.01 

中：5.03
100% 100% 100%

 
実　績

小：1.60 

中：6.80

小：2.49 

中：9.45

 Ｒ３年度

事業実施

概要

新型コロナウイルス感染症関連の欠席数

も加算されるため、オミクロン株の流行

により不登校傾向の児童生徒の欠席日数

が増加している。

事業の振り

返りと今後

の課題

早期対応早期支援の徹底

と、いじめの認知と対応に

ついて研修会を行い、教職

員の質の向上に努める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

いじめアンケートの実施及びその結果に

基づく対応並びに児童生徒の相談対応等

による不登校の未然防止及び支援会議を

すべての学校で実施した。 

また、スクールソーシャルワーカーによ

る個別分析、学校への助言、学校訪問の増

加により早期対応に務めたが、対象児童

を減少させることは難しかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

様々な対策に努めたが、対

象児童を減少させることが

できなかった。不登校の児

童等は全国的に増加傾向に

あり、今後は未然防止のた

めの取組を実施し、個別対

応に注力する。
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60. 児童館、放課後児童クラブ運営事業（担当課：子ども家庭課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 児童に健全な遊びを与え、集団的・個別的に指導を行い、児童の健康増進と情操を豊

かにしていくとともに、諸活動を通じて人権尊重の精神を養い、その実践力を身につけ

た児童を育成する。

 事業概要 遊びを中心とした集団活動を通じて、子どもの仲間意識の醸成、思いやりを持った人

間関係を構築できるよう支援する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 児童館、放課後児童クラブの設置数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 施設 29 29 29 29 29

 実　績 29 29

 Ｒ３年度

事業実施

概要

児童館運営　10施設 

児童クラブ運営　19箇所

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍において事業の縮

小、自粛したが感染状況に

応じた対応を行った。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

児童館運営　10施設 

児童クラブ運営　19箇所 

※うちクラブ１箇所は休止

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍において事業の縮

小、自粛したが感染状況に

応じた対応を行った。
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61. 不登校・いじめ問題相談対応事業（担当課：人権政策課・人権文化センター） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 全ての児童生徒がいじめを行わず、及び他の児童等に対して行われるいじめを認識

しながらこれを放置することがないようにするため、いじめを受けた児童及びその家

族の生命及び心身を保護し、これにより当該児童等のいじめ問題を克服する。

 事業概要 不登校・いじめ問題について、窓口、電話、インターネット等で相談を受け付け、必

要な対応機関に繋ぐなどの対応を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 相談に対する対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

倉吉市人権文化センターにおいて相談が

あった事案について学校と連携して対応

を行った。人権政策課及び他のセンター

では相談案件がなかったが、各センター

においては、引き続き子どもたちの変化

に気づくよう努力し、困りごとが見受け

られたら、積極的な声掛け、関係機関との

連携により迅速な対応ができる体制を維

持する。

事業の振り

返りと今後

の課題

該当案件については、専門

性と即時対応が必要である

と感じた。引き続き、相談・

支援体制を維持し、相談に

来る前に気づけるよう学校

及び児童センター学校と協

力しながら対策を講じてい

く。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

各センターにおいて対応できる体制を整

えながら、各センターで相談事案につい

て学校と連携し、個別訪問を行うなど対

応した。

事業の振り

返りと今後

の課題

継続して、学校との連携し、

家庭の見守りをしていく。

また、関係機関と協働で活

動する。
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62. 倉吉市いじめ問題検証委員会運営事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 全ての児童生徒がいじめを行わず、及び他の児童等に対して行われるいじめを認識

しながらこれを放置することがないようにするため、いじめを受けた児童及びその家

族の生命及び心身を保護し、これにより当該児童等のいじめ問題を克服する。

 事業概要 いじめを受けた児童生徒の保護者からの意見に基づき、いじめ防止対策推進法第30

条第２項による付属機関を設置し、教育委員会が実施したいじめ防止対策推進法第28

条第１項の調査結果について調査を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 事案の対応率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市長からの諮問を受け、令和３年３月に

委員会を設置し、延べ19回の会議を開催

し、調査を行い、令和４年２月に答申を受

けた。

事業の振り

返りと今後

の課題

県内初の事例であり、対応

に苦慮したが、被害生徒保

護者に寄り添い、対応を行

った。今後、このような事が

無いよう、関係機関に働き

かけを行う。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年に受けた答申について、被害生徒及

び保護者並びに当時の同級生に対し文書

等で調査結果を説明。また、教育委員会と

協議し、再発防止策を講じた。

事業の振り

返りと今後

の課題

この度の件を受け、再発防

止策を講じたが、検証委員

会及び検討委員会のあり方

について改善が必要
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(２)　児童虐待（子ども家庭課） 

l 「児童福祉法」に基づき、家庭児童相談の体制を充実するとともに、要保護児童対策地

域協議会を設置して児童虐待の予防対策及び早期の介入・支援対策を実施する。 

l 出生前からの切れ目のない支援の流れを構築するとともに、保護者の育児支援、孤立化

の防止を基本に、相談事業をはじめ、乳幼児期を中心とした訪問や子育て教室等の親支

援講座の充実に取り組む。 

l 家庭における経済的不安などのリスク要因を早期に把握し、地域ぐるみで適切な支援に

繋げていくための予防対策をさらに充実して行く。 

l 子どもの成長発達の情報をＩＣＴを活用して関係機関等と情報共有を図り、児童虐待の

早期発見及び予防につながる体制づくりのため、個人情報の保護に配慮しながら検討を

進める。  
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具体的な事業 

63. 要保護児童対策地域協議会運営事業（担当課：子ども家庭課） 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 早期に問題点等を把握し、関係機関が家庭の状況、問題点、支援方針等共通認識のも

と、組織的に対応し、予防対策、支援対策を推進する。

 事業概要 福祉・保健医療・教育・警察・司法等の関係機関で組織する代表者会議による支援シ

ステムの検討及び関係機関等と連携した相談支援を推進する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 代表者会議の開催

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

・代表者会議、実務者会議、個別支援会議

を開催し、全体の支援システムや個別の

処遇について検討するとともに、福祉・保

健・教育・医療等の関係機関が連携して虐

待を含む要保護児童等の問題に対応し

た。 

・市報、ホームページ等へ関連施策の情報

を掲載するなど、啓発活動を行った。 

・児童虐待の予防対策としては、妊娠期か

らの切れ目のない支援を行うため、対象

把握、連携体制の見直しを行い、早期発

見・早期対応に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

気になる児童や家庭、相談

取扱い件数が増加する中

で、随時、訪問や相談、会議

の開催等各ケースに対する

丁寧な対応を図るなど、予

防対策の充実に努めた。 

また、中部圏域及び倉吉児

童相談所の連携を深めるた

め、研修会等の合同実施、担

当者レベルの連携等の取組

みを進めた。早期発見・早期

対応のため一層の体制整備

と、児童虐待防止に関する

周知・啓発が必要である。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

代表者会議、実務者会議、個別支援会議を

開催し、全体の支援システムや個別の処

遇について検討するとともに、福祉・保

健・教育・医療等の関係機関が連携して虐

待を含む要保護児童等の問題に対応し

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

気になる児童や家庭、相談

取扱い件数が増加する中

で、随時、訪問や相談、会議

の開催等各ケースに対する

丁寧な対応を図るなど、予

防対策の充実に努めた。

 ・市報、ホームページ等へ関連施策の情報

を掲載するなど、啓発活動を行った。

また、中部圏域及び倉吉児

童相談所の連携を深めるた

め、研修会等の実施、担当者

レベルの連携等の取組みを

進めた。早期発見・早期対応

のため一層の体制整備と、

児童虐待防止に関する周

 ・児童虐待の予防対策としては、妊娠期か

らの切れ目のない支援を行うため、対

象把握、連携体制の見直しを行い、早期

発見・早期対応に努めた。
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(３)　子どもの貧困（子ども家庭課・学校教育課） 

l 現在、全国的に17歳以下の子どもの６人に１人、ひとり親家庭では２人に１人が貧困

状態にあるといわれる。 

l 子どもの貧困問題を解決し、必要な環境整備と教育の機会均等を図るため、平成 25

（2013）年に「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が成立、平成26（2014）年に施

行された。 

l 本市では、鳥取県、関係団体等と連携し、平成27（2015）年に鳥取県が策定した「鳥取

県子どもの貧困対策推進計画」との整合性を図りながら「教育機会確保法」の具現化を

図り、個々の家庭の経済力の向上のため、本市として学習支援や生活支援、経済的支援

の取組を地域ぐるみで進めていく。 

具体的な事業 

64. 子どもの貧困対策事業（担当課：子ども家庭課） 

 

 知・啓発が必要である。

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、また、貧

困が世代を超えて連鎖することがないよう必要な支援を行うため、関係機関等と連携

した取組を推進する。

 事業概要 関係機関、団体とのネットワークへの参画を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 ネットワーク会議の開催

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

関係機関、団体とのネットワーク形成に

参画し、情報共有に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

関係機関、団体とのネット

ワーク形成に参画し、情報

共有に努めた。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

関係機関、団体とのネットワーク形成に

参画し、情報共有に努めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

関係機関、団体とのネット

ワーク形成に参画し、情報

共有に努めた。
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65. 子どもの貧困への対応事業（担当課：学校教育課） 

 

第６　高齢者の人権 

１　現状と課題 

l 令和２（2020）年12月末時点における本市の高齢化率は33.9％と市民の約３人に１人

が高齢者という状況となっている。 

l 本市では、平成17（2005）年に「高齢者虐待防止条例」を制定し、必要な施策と関係機

関と連携した対応を行ってきた。 

l また、「倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」（地域包括ケア推進計画）を策定し、

高齢者が適切な医療や介護を受けながら、住み慣れた地域で安心して自分らしい生活が

送れるよう、医療、介護、介護予防、住まい、生活支援が一体的に提供される環境づく

りを目指している。 

l 高齢化が進行する中、認知することが難しい高齢者に対しての特殊詐欺を始めとする各

種犯罪による金銭的な損害、高齢者と住居を共にする家族による様々な人権問題が深刻

化している。 

　 　  

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 個々の家庭の経済力によって学習格差が生じることが無いよう、学習支援や生活支

援、経済的支援の取組を進める。

 事業概要 市内２カ所の地域未来塾を設置し、中学生対象に学習支援を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 地域未来塾に通う中学３年生の高校進学率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

新型コロナウィルス感染症対策のため、

募集は昨年度からの継続の生徒に限定

し、指導を行った。地域未来塾に通う中学

3年生は全員進路が決定し、高校に進学す

ることができた。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続きコロナ禍であるこ

とから、大学生の指導者が

確保できず、参加者も広く

募集することができなかっ

た。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

新型コロナウイルス感染症対策のため、

昨年度の参加者を優先しつつ人数を絞っ

て実施した。３年生は全員が進路決定し

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

募集人数に伴い、指導者の

確保については継続して課

題である。
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２　基本方針 

(１)　教育・啓発の推進（子ども家庭課・学校教育課・長寿社会課） 

l 長年にわたり社会を支え貢献してきた高齢者に対し、敬意をもって接するとともに、交

流を通じて豊かな知識と経験に触れる中で、高齢者を尊敬し共に生きて行くための教育

を推進する。 

l 高齢者の消費者被害などの防止や認知症についての正しい知識と理解を深め、判断能力

が不十分な人の権利を守るための成年後見制度などの普及啓発に努める。 

具体的な事業 

66. 地域の高齢者との交流事業（担当課：子ども家庭課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 高齢者との交流を通して、豊かな経験に触れ、尊敬し、大切にする心を育てる。

 事業概要 保育所、認定こども園、児童館の行事、地域行事等を通して、老人クラブなどの高齢

者や地域の方々との交流、連携を深める。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 交流連携事業の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 一部実施 一部実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍において、事業の縮小、自粛を要

した。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染状況に応じたメリハリ

のある事業の実施の検討を

要する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

コロナ禍において、事業の縮小、自粛を要

した。

事業の振り

返りと今後

の課題

５類移行後も高齢者に配慮

しつつ、交流事業等の再開

を行う。
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67. 高齢者の人権に関する学習の推進事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 高齢者理解を深めるため、体験的活動や交流活動を通して高齢者の思いや願い、豊か

な知識や経験を児童生徒に伝えるなかで、高齢者への尊敬や大切にする心を育てる。ま

た、高齢者の置かれた状況を人権保障の視点で捉えることを通して、家族や地域で、共

に生きる社会づくりを進める意欲を培う。

 事業概要 地域にある高齢施設での交流、一人暮らしの高齢者への配食サービス、土曜授業での

地域の高齢者に学ぶ学習など、各学校で工夫しながら交流活動を行うなかで、高齢者の

思い・知恵・体験を知り、高齢者への尊敬や大切にする心情を育む。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 高齢者との交流活動や体験的活動を通して高齢者への尊敬や大切にす

る心情を育む学習を行った学校の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績  11 44

 Ｒ３年度

事業実施

概要

感染症対策のため、直接の交流活動は、ほ

とんどの学校が中止したが、施設職員を

ゲストティーチャーに迎え、社協の事業

を活用した取組、高齢者と手紙での交流

などの学習は継続している。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策のため、事業の

中止は致し方ない。今年度

も各学校で工夫しながら高

齢者理解の学習を進める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

感染症対策のため、直接の交流活動は、ほ

とんどの学校が中止となったが、お弁当

や花を渡したり、暑中見舞いを書いたり

もち米をプレゼントしたりと各学校が工

夫をして高齢者との交流を深めた。 

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策のため、交流を

することが難しかったが、

各校で工夫をし、高齢者と

の関わりは継続して取り組

めた。今後は直接交流する

機会を増やしていく。
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68. 認知症予防・成年後見制度支援事業（担当課：長寿社会課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 高齢者の消費者被害などの防止や認知症についての正しい知識と理解を深め、判断

能力が不十分な人の権利を守るための成年後見制度などの普及啓発に努める。

 事業概要 認知症地域支援推進員を配置し、認知症についての正しい知識と理解を深めるとと

もに本人や家族への支援を行う。 

また、成年後見制度に関して、運営を委託している中部成年後見支援センターと連携

しながら、普及啓発を行う。 

また、市民後見人養成事業を倉吉市社会福祉協会に委託し、市民後見人を養成し、活

動を支援する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 事業の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

認知症地域支援推進員を配置し、本人や

家族への支援を実施。 

成年後見制度に関して中部成年後見支援

センターと連携し、普及啓発を実施。 

市民後見人養成事業を倉吉市社会福祉協

議会に委託し、養成を行った。養成した市

民後見人の活動支援も実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、判断能力が不十

分な人の権利擁護のため、

成年後見制度などの普及啓

発等事業を継続する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

前年度と同様に認知症地域支援推進員の

配置し、成年後見制度に関しても中部成

年後見支援センターと連携し、普及啓発

を実施した。 

また、市民後見人養成事業を倉吉市社会

福祉協議会に委託し、養成を行ない、市民

後見人の活動支援も実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、判断能力が不十

分な人の権利擁護のため、

成年後見制度などの普及啓

発等事業を継続する。



74 

(２)　相談体制の充実（長寿社会課） 

l 介護予防の取組や高齢者虐待の防止など、地域と連携し、見守り体制の強化に努め、総

合的な相談や支援を行う各地域包括支援センターについての周知と相談支援体制の充

実を図る。 

具体的な事業 

69. 地域包括支援センター事業（担当課：長寿社会課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 介護予防の取組や高齢者虐待の防止など、地域と連携し、見守り体制の強化に努め、

総合的な相談や支援を行う各地域包括支援センターについての周知と相談支援体制の

充実を図る。

 事業概要 市内５ヶ所の地域包括支援センターに、包括的支援事業を委託し、高齢者が住み慣れ

た地域で安心して過ごすことができるように、包括的及び継続的な支援を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 委託事業の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市内５ヶ所の地域包括支援センターに、

包括的支援事業を委託、包括的継続的な

支援を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、地域包括支援セ

ンターに包括的支援事業を

委託し継続する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

市内５ヶ所の地域包括支援センターに、

包括的支援事業を委託、包括的継続的な

支援を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、地域包括支援セ

ンターに包括的支援事業を

委託し重層的支援を行って

いく。
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(３)　社会参加の推進（長寿社会課） 

l 高齢者が社会を構成する重要な一員として、住み慣れた地域の中で積極的な役割を果た

し、培ってきた知識や経験を発揮することができるよう、価値観や自主性を尊重しなが

ら社会参加しやすい環境づくりに取り組む。 

l 高齢者の生きがいや健康づくりを推進するため、老人クラブの活動に対する支援を行う。 

具体的な事業 

70. 高齢者活動支援事業（担当課：長寿社会課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 老人クラブ及びシルバー人材センターの活動に対する支援を行い、高齢者が社会を

構成する重要な一員として、住み慣れた地域の中で積極的な役割を果たし、培ってきた

知識や経験を発揮することができるよう、価値観や自主性を尊重しながら社会参加し

やすい環境づくり、高齢者の生きがいづくり及び健康づくりを推進する。

 事業概要 高齢者が社会参加しやすい環境づくり、高齢者の生きがいづくり及び健康づくりを

推進するため、シルバー人材センター及び老人クラブの活動を支援する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 補助金の交付

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

シルバー人材センター及び老人クラブに

補助金を交付し、活動を支援した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、シルバー人材セ

ンター及び老人クラブの活

動支援を継続する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

シルバー人材センター及び老人クラブに

補助金を交付し、活動を支援した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、シルバー人材セ

ンター及び老人クラブの活

動支援を継続する。
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(４)　介護サービスの充実（長寿社会課） 

l 高齢者が住み慣れた地域で、生き生きと安心して生活することができるように、介護予

防事業などを着実に実施し、要介護者も地域や家庭の中で自立した生活が送れるよう医

療と介護の連携を強化し、必要とする人が円滑にサービスを受けられるよう努める。 

具体的な事業 

71. 介護保険・介護予防事業（担当課：長寿社会課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 高齢者が住み慣れた地域で、生き生きと安心して生活することができるよう、介護予

防事業などを着実に実施し、要介護者も地域や家庭の中で自立した生活が送れるよう

医療と介護の連携を強化し、必要とする人が円滑にサービスを受けられるよう努める。

 事業概要 高齢者が住み慣れた地域で安心して過ごすことができるように、総合相談をはじめ

とした地域包括ケア（医療と介護の連携等）を行う。 

また、居宅サービス、施設サービスに対する保険給付を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 事業の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

地域包括支援センター等による総合相談

をはじめ、地域包括ケアシステムの推進

に向け、コロナ禍における医療介護連携

の取組を実施。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、総合相談をはじ

めとした地域包括ケア（医

療と介護の連携等）を継続。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

地域包括支援センター等による総合相談

をはじめ、地域包括ケアシステムの推進

に向け、コロナ禍における医療介護連携

の取組を実施。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、総合相談をはじ

めとした地域包括ケア（医

療と介護の連携等）を継続。
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第７　病気にかかわる人の人権 

１　現状と課題 

l ＨＩＶ感染症、ハンセン病、難病、新型コロナウイルス感染症等の病気に対する正しい

知識と理解の不足から、患者や家族、医療従事者などの病気にかかわる人に対する人権

侵害が生じている。様々な病気についての教育・啓発活動を推進し、病気や病気にかか

わる人に対する偏見や差別を解消することが必要である。 

l 平成８（1996）年に「らい予防法」が廃止され、平成21（2009）年に「ハンセン病問題

の解決の促進に関する法律」が施行された。ハンセン病は、らい菌による感染症で感染

力は極めて弱く、現在は治療方法も確立されている。しかし、国の隔離政策や「無らい

県運動」などの歴史的経緯を経て、現在も病気や回復者とその家族に対する偏見や差別

が存在している。 
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２　基本方針 

(１)　教育・啓発の推進（学校教育課・健康推進課・人権政策課） 

l かつて行政が推進したハンセン病患者の隔離政策の誤りについて学習するとともに、病

気に対する正しい知識と理解を深め、病気にかかわる人に対する偏見や差別をなくすた

め、性教育、健康教育、人権教育、啓発等の充実に努める。 

具体的な事業 

72. 病気にかかわる人に関する学習機会提供事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 学校、地域において、ＨＩＶ感染症、エイズ、ハンセン病、難病、新型コロナウィル

ス感染症等の病気に対する正しい知識と理解を深め、病気に関わる人に対する偏見や

差別をなくす。

 事業概要 学校、地域において、ＨＩＶ感染症、エイズ、ハンセン病、難病、新型コロナウィル

ス感染症等の病気に対する正しい知識と理解を深め、病気に関わる人に対する偏見や

差別をなくする意識を身につける学習を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 病気に対する正しい知識と理解を深める学習を実施した学校の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

校内においては年間指導計画に基づいて

学習を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

新たな教材の開発と内容の

充実を図る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

年間指導計画に基づいて学習を実施し

た。新型コロナウイルス感染症での差別

や偏見を行わないよう学習に取り組ん

だ。また、倉吉市人権文化センターでは

「精神障がい」を取り上げ、「精神障がい

（精神疾患）の理解と支援」という演題で

講演会を開催した。

事業の振り

返りと今後

の課題

児童生徒だけではなく、PTA

研修会でも理解を深める取

り組みを実施を検討してい

く。
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73. 健康教育事業（担当課：健康推進課） 

 

74. 病気に関わる人への差別対策事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 病気に関する正しい知識と理解を深め、患者やその家族、病気に関わる医療従事者へ

の偏見や差別をなくす。

 事業概要 市報、公式サイト等による病気について正しい知識の普及啓発活動を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 普及啓発活動の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

行政無線により、市民へ新型コロナウイ

ルス感染予防対策を周知するとともに、

感染者やその家族等に対する差別や誹謗

中傷を行わないように呼びかけを行っ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も適時、効果的な手法

により広く呼びかけを行っ

ていく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

行政無線で、市長肉声による新型コロナ

ウイルス感染予防対策の周知や、感染者

に対して差別や誹謗中傷を行わないよう

に呼びかけを行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

今後も適時、効果的な手法

により広く呼びかけを行っ

ていく。

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 かつて行政が推進したハンセン病患者の隔離政策の誤りについて学習し、さまざま

な病気に関する正しい知識と理解を深め、患者やその家族、病気に関わる医療従事者へ

の偏見や差別をなくす。

 事業概要 病気について正しい知識の普及啓発活動を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市報、公式ウェブサイトでの普及啓発情報の掲載

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

実施概要

11月に法務省主催のハンセン病問題に関

する親と子のシンポジウムについて、市

公式サイトで啓発を行った。また、センタ

ーだよりで啓発を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

ウェブサイト、広報誌によ

り啓発を行うことができ

た。今後も啓発活動を継続

し、内容の充実を図る

 Ｒ４年度

事業実施

概要

啓発動画を作成し、配信等を行った。ま

た、市人研主催による講演会を実施した。

また、センターだよりに啓発記事を掲載

し、公式サイトに掲載を行なった。

事業の振り

返りと今後

の課題

ウェブサイト、広報誌によ

る啓発を継続し、研修会の

開催なども企画していく。
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(２)　相談体制の充実（健康推進課） 

l 病気や医療に関する相談について、プライバシーの保護や精神的負担の軽減に配慮し、

関係機関と連携を図りながら相談窓口の周知と支援の充実に努める。 

具体的な事業 

75. 健康相談事業（担当課：健康推進課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 患者のプライバシーの保護及び精神的不安の軽減を図る。

 事業概要 職員の病気に関する知識を高めるため、研修会等に参加し、相談への対応力の向上を

図ることで患者に応じた適切な支援を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会等への参加の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

相談対応力向上に関する研修：18回 

健康・病気（感染症）の知識の習得に関す

る研修：５回

事業の振り

返りと今後

の課題

コロナ禍によるオンライン

研修の増加に伴い、参加機

会が増加した。 

引き続き、習得した知識を

活かし相談支援につなげて

いく。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

相談対応力向上に関する研修：４回 

健康・病気（感染症）の知識の習得に関す

る研修：６回

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き、習得した知識を

活かし相談支援につなげて

いく。
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第８　インターネットによる人権侵害 

１　現状と課題 

l インターネットやスマートフォン等の普及やソーシャルメディアの利用者の増加など、

ＩＣＴ技術が急速に進展する中、情報収集と発信の利便性は大きく向上したが、簡易性

と匿名性、倫理観の欠如などが要因となり、特定の個人や団体への誹謗中傷やプライバ

シーの侵害など無責任な情報発信も発生している。 

l 一度インターネット上に掲載された情報は、短時間で広範囲に拡散し削除することは困

難である。 

l インターネット上に個人が特定できる情報や同和地区の地図などが公開されている問

題は、部落差別を助長し身元調べに悪用されるなどの人権侵害につながるおそれがある。 

l 平成14（2002）年に「特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及び発信者情報の

開示に関する法律」（プロバイダ責任制限法）が施行され、インターネット上の違法・有

害情報に対しては、被害者の救済と表現の自由のバランスに配慮しながら、プロバイダ

による対応を促進するなど環境整備が行われたが、依然として人権侵害につながる情報

が後を絶たない状況である。 

　 　  
 

２　基本方針 

(１)　情報モラル教育・啓発の推進（学校教育課・社会教育課） 

l インターネットに接続可能な端末の特性とその影響、プライバシー侵害や名誉毀損、情

報の収集や発信に関する個人の責任や情報モラルについて、児童生徒が理解するための

学習機会の提供及び啓発の充実に努める。 

l 「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」

（青少年インターネット環境整備法）に定める施策を推進し、フィルタリングやペアレ

ンタルコントロールが適切に実施されるよう保護者等への啓発に努める。  
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具体的な事業 

76. 情報モラル教育推進事業（担当課：学校教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 小中学生に対し、発達段階に合わせた情報化社会における正しい判断力や望ましい

態度を育てる。

 事業概要 発達段階に合わせた系統的な情報モラルの指導計画に沿って具体的な指導を行う。 

また、学校・家庭・地域が連携して、ＰＴＡ主催の講演会、地域の家庭教育講座や教

育委員会主催の研修会などの場を設定し、定期的に情報モラルの専門家から最新情報

を得るための講演会や携帯電話端末等に関する研修会を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 情報モラルの指導計画に沿って具体的な指導を行った学校の割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 100 100 100 100 100

 実　績 100 100

 Ｒ３年度

事業実施

概要

GIGAスクール構想に伴い、各校が児童生

徒の実態に合わせた指導を行っている。

また、PTA連合会主催で情報モラル講演会

を実施し、意識の向上を図った。

事業の振り

返りと今後

の課題

各校の取組により、昨年度

よりSNS トラブルは半減し

た。しかし、オンラインゲー

ムに関連した金銭トラブル

が増加しており、保護者を

含めた啓発が必要である。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

昨年度より、各学校で発達段階に合わせ

て情報モラルの指導計画に沿って学習を

進めた。PTA講演会でもGIGAスクール構

想について保護者にも理解していただ

き、家庭での活用について考える機会と

なった。

事業の振り

返りと今後

の課題

各校からSNS のトラブル報

告は減った。今後も児童生

徒には継続して指導し、PTA

とも学習内容について情報

を共有したり、講演会を実

施したりしながら児童生徒

がよりよい活用ができるよ

う、連携を深めていく。



83 

77. インターネット等を利用した情報を正しく理解し、使用するための学習活動事業（担当課：社会

教育課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 青少年の情報化社会における正しい判断や望ましい態度を育てるために、家庭・地

域・学校・関係機関等との連携を図りながら、青少年が情報モラルを身に付けることを

目指す。

 事業概要 倉吉市青少年育成協議会や倉吉地区少年補導センター、各地区青少年（健全）育成協

議会等と連携し、青少年やその保護者を対象に学習機会の提供や啓発活動を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会や啓発活動の実施回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回数 １ １ １ １ １

 実　績 － １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍により、研修会等の学習機会の

提供及び啓発活動の実施が困難であっ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

目的を果たすための事業等

が実施できなかった。今後

は、参集形式によらない学

習機会の提供及び啓発活動

の方法を検討し実施する必

要がある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

倉吉地区少年補導センターと連携し、街

頭補導活動と合わせて啓発チラシを配布

する活動を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

他機関との連携による啓発

活動は実施することができ

た。今後は学習機会の提供

も合わせて実施していくこ

とが課題
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(２)　インターネット上での人権侵害行為への対応（人権政策課） 

l モニタリング事業を進めるとともに、インターネット上の人権侵害事案について市民か

らの相談に対応し、明らかな差別や人権侵害が判明した場合は、法務省人権擁護機関、

県、他市町村と連携してプロバイダ等に削除を要請するとともに、相談者への支援、又、

国に実効性のある法規制を求めるなど被害の拡大防止に努める。 

具体的な事業 

78. インターネットモニタリング推進事業（担当課：人権政策課） 

 

第９　様々な人権 

①　アイヌ民族 

１　現状と課題 

l アイヌの人々は、独自の伝統文化を持つが、明治維新以降の同化政策により、先住民族

としての権利を侵害されてきた。 

l 令和元（2019）年に「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推

進に関する法律」（アイヌ施策推進法）が施行され、アイヌ施策の推進に関する基本理念

や国等の責務が新たに定められたが、権利の回復や人権侵害の解消には至っていない。 

　 　  

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 市民がインターネット上での差別や人権侵害の被害者になることを防止する。

 事業概要 インターネット上の人権侵害事案を調査するため、インターネットモニタリングを

定期的に実施し、人権侵害事案が発見された際には、法務省人権擁護機関、県、他市町

村と連携し、プロバイダ等に削除を要請する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 モニタリング実施時間

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 時間 12 12 12 12 12

 実　績 12 12

 Ｒ３年度

事業実施

概要

モニタリング実施要綱を策定し、モニタ

リングの対象、方法等の体制を整備し、実

施した。その結果、18件の書き込みを発

見したが、削除要請には至らなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

実施体制の整備を完了させ

た。今後、該当情報を削除す

るよう、体制を強化するな

どし、取組を続ける。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

モニタリングを実施し、14件の差別書き

込みを発見し、削除要請を行ったところ、

５件の書き込みの削除を確認した。

事業の振り

返りと今後

の課題

初の削除要請を行い、削除

を確認した。今後も継続し

取組を進める。
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２　基本方針 

(１)　啓発の推進（人権政策課） 

l アイヌの人々の歴史や文化、差別の実態についての理解を深め、アイヌの人々の権利回

復の実現と人権侵害の解消に向けた啓発に努める。 

l 市民団体との連携を深め、学習・啓発活動の支援に努める。 

具体的な事業 

79. アイヌ民族の人権啓発事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 アイヌ民族の歴史や文化、差別の実態についての理解を深め、権利回復の実現と差別

の解消を図る。

 事業概要 市報等で、アイヌ民族の人権に関する記事の掲載及び研修会を開催し、啓発を図る。 

また、市民団体との連携を深め、学習・啓発活動として講演会等の開催に努める。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 広報誌等での啓発回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 １ １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権政策課では、市民団体との協働によ

り、未来中心小ホールで映画鑑賞会と講

演会を実施し、これに合わせた市報での

案内を掲載。当日は、コロナ禍の中、約

200人を集客した。また、高校生スタッフ

を派遣し、学習機会の確保に努めた。 

人権文化センターの共同事業として子ど

も達を対象に紙芝居の読み聞かせを通し

た啓発を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

市民団体との協働により、

多くの集客に成功し、市民

の機運醸成に資する取組と

なった。これを契機とした

啓発活動の継続が必要。セ

ンターの共同事業の内容は

良かったが広報誌での周知

がりない部分があり、今後

は広報の徹底に努める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

市公式サイトにアイヌの方々の悩み事を

受け付ける相談専用フリーダイヤルを案

内し、人権侵害の解消を図った。センター

では、センターだよりで啓発するほか、あ

たごふれあい人権文化センターでは学童

クラブ児童を対象に映画の上映会を行

い、啓発した。

事業の振り

返りと今後

の課題

研修会等の講座は主催しな

かったが、交付金などを活

用し、企画検討する。また、

研修会の開催やセンターだ

よりの記事での啓発を継続

していく。
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②　拉致被害者等 

１　現状と課題 

l 1970年代から80年代にかけて、多くの日本人が行方不明となった事件の中には、北朝

鮮当局により拉致された人達がおり、平成14（2002）年の日朝首脳会談で北朝鮮当局が

初めて拉致の事実を認め、拉致被害者５名とその家族の帰国が実現した。 

l その後の北朝鮮側の不誠実な対応により、長い間、問題解決への進展は見られず、拉致

被害者家族の高齢化が進むなど早期の解決が望まれている。 

l 平成18（2006）年に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する

法律」（北朝鮮人権法）が施行され、国及び地方公共団体は北朝鮮当局による拉致問題な

どに対する世論の啓発に努めるよう定められた。 

l 拉致問題は、我が国の主権と国民の生命にかかわる重大な問題であり、問題の解決には、

国民及び国際社会の理解と支持が不可欠である。 

l 市民意識調査の結果によると、拉致被害者の人権問題への関心は薄くなってきており、

市民一人一人が自分自身の問題としてとらえ、世論喚起のため広報啓発活動に努めるこ

とが重要である。 
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２　基本方針 

(１)　啓発の推進（防災安全課・人権政策課） 

l 拉致問題の解決に向けて市民の関心と認識を深めるため、県、他の市町村、関係団体と

連携しながら学習機会や情報提供などの啓発活動に努める。 

具体的な事業 

80. 拉致被害者の人権啓発事業（担当課：防災安全課・人権政策課） 

 

③　性的マイノリティ 

１　現状と課題 

l 性同一性障がいのある人、同性愛者、異性装者、両性の特徴を併せ持つ状態の人等の性

的マイノリティは、雇用面における差別や性区分を前提とした社会生活上の制約を受け

るなどの問題が懸念されている。 

l 現在では、「性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律」により戸籍上の性別

変更が可能となり、本市では、各種啓発活動の推進とともに、平成15（2003）年度には

性同一性障がいの人の人権保護として、印鑑登録証明書等79件の行政文書から性別記

載の削除を行った。 

l 市民意識調査の結果では、市民の性的マイノリティへの理解が進んでいない。 

l 本市においては、性的マイノリティの問題に対する相談体制が構築されておらず、当事

者の相談に専門的に対応することが困難な状況にある。 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 拉致問題の解決に向けて市民の関心と認識を深める。

 事業概要 県、他市町村、関係団体と連携し、学習機会や情報提供による啓発に努める。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 政府が行っている拉致問題に関する広報物の掲示に協力する。

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

12月に政府対策本部の依頼により、啓発

ポスター・チラシを市庁舎、各人権文化セ

ンターに設置し、公式サイトに啓発コン

テンツを掲載した。また、第２庁舎、各人

権文化センターで啓発物（ブルーリボン

約100枚）の配布を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

市民の関心と認識を深める

取組ができた。今後も、継続

して取組を進める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

県内で実施された啓発映画上映、ミニコ

ンサート、舞台劇の案内を公式サイトに

掲載し、啓発を図った。

事業の振り

返りと今後

の課題

市民の関心を深める取組を

継続し、次年度は市内に催

しを誘致するよう取組む。
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２　基本方針 

(１)　教育・啓発の推進（学校教育課・しごと定住促進課・人権政策課） 

l 性的マイノリティの人への差別や偏見が解消されるよう、関係機関・団体と連携・協働

し、「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」の制度を

含め企業への啓発や市民への正しい認識と理解を進める。 

l 小中学校では、児童生徒の発達段階に即して、性的マイノリティの児童生徒の不安や悩

みを受け止め、その対応に努め、生命尊重、人権尊重の精神に基づき、多様な性の在り

方について考えさせ、性に関わらずだれもが生き生きと暮らせる社会の実現に向けた教

育に努めるとともに、学校や職場などで、当事者がいじめの対象とならないよう防止す

る環境整備や教育啓発に努める。 

具体的な事業 

81. 性の多様性について理解を深める学習推進事業（担当課：学校教育課） 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 児童生徒の発達段階に即して、性の多様性（ＬＧＢＴＱ等）について理解を深める学

習を行い、相談体制を充実させることによって、だれもがいじめや偏見に悩まず１人ひ

とりが自分らしく安心して生活できる小中学校を目指す。

 事業概要 性の多様性について教職員の研修を充実させ、児童生徒の発達段階に即して、性の多

様性（ＬＧＢＴＱ等)について理解を深める学習を実施する。児童生徒の不安や悩みを

受け止め、当事者がいじめの対象とならないよう防止する環境整備や教育啓発に努め

る。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 性の多様性（ＬＧＢＴＱ等)について理解を深める学習を実施した学校の

割合

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 80 90 90 100 100

 実　績 33 27.8

 Ｒ３年度

事業実施

概要

新型コロナウイルス感染症流行のため、

ゲストティーチャーの招聘や集会が難し

いことから中止した学校もあった。

事業の振り

返りと今後

の課題

指導事例の提示や教材開発

が必要であるため、人権主

任研修会で県の指導主事を

招いて研修を行った。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

講演会等、感染症対策のため、実施を計画

しても中止をせざるを得ない学校があっ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

人権教育課の事業も活用し

ながら、性の多様性につい

て理解を深めていく。
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82. 性的マイノリティの権利啓発事業（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 性的マイノリティの人たちに対する差別や偏見が解消され、社会生活上の制約を受

けないよう、市民の理解を深める

 事業概要 市報、市公式ウェブサイトで周知、啓発を行うほか、教育・啓発活動として有識者を

講師に迎えた講演会を開催し、市民の性的マイノリティに対する理解を深める。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会の開催回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １ １ １ １ １

 実　績 １ １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

市報、市公式ウェブサイトでの周知、啓発

を行った。 

また、さわやか人権文化センターにおい

ては、事業のなかで性的マイノリティに

ついての人権学習を行なった。また、セン

ターだよりでの啓発を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

市報、市公式ウェブサイト

等での啓発はできている

が、市民への理解を深める

他の方法での啓発も必要。

今後、当事者の講演会の開

催を企画する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

「多様な性を繋ぐ地域と社会」と題し、３

月12日に倉吉交流プラザで堤あやかさん

を招き講演会を実施した。また、センター

だよりでの啓発を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

配信なども活用し、多くの

市民に啓発を行なった。子

どもも含め、多くの市民に

対し継続して取組を行う。
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83. 三者合同研修会性的マイノリティの権利啓発促進事業（担当課：しごと定住促進課・人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進

 目　的 性的マイノリティの人への差別や偏見が解消されるよう、関係機関・団体と連携・協

働し、「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」の制度

を含め企業への啓発や市民への正しい認識と理解を進める。

 事業概要 三者合同研修会（倉吉市人権啓発企業連絡会、倉吉市人権教育研究会等）、県等から

のセミナー案内を会員企業に周知し、会員企業の延べ５割の参加を目指す。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 研修会、県等からのセミナーへの参加率

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 ％ 50 50 50 50 50

 実　績 12 55

 Ｒ３年度

事業実施

概要

人権政策課では、コロナ禍により周知を

含め企業へ向けての啓発ができなかっ

た。商工観光課では、三者合同研修会実施

(12月)、随時各種セミナー等の周知に努

めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

人権政策課では、コロナ禍

により啓発ができなかった

が、今後、企業に対しても周

知をしていく。商工観光課

においても各種セミナー等

の周知を徹底し、啓発を推

進する。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

人権問題に対する正しい認識と理解を深

めるため、関係機関と協力し三者合同研

修会及び新入社員研修会を実施。新入社

員研修会では新入社員６社36名を含む42

名が参加し、性的マイノリティについて

学びを深めた。

事業の振り

返りと今後

の課題

しごと定住促進課（商工観

光課）と人権政策課が共同

して、研修を継続実施し、人

権啓発を推進する。
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(２)　相談・支援体制の充実（人権政策課） 

l 性的マイノリティの人の悩み事や、生活上の問題などに係る相談に対応できるよう、居

場所づくりと職員の資質向上を図るなど、相談者への支援に努める。 

具体的な事業 

84. コミュニティスペース運営事業（担当課：人権政策課） 

 

④　刑を終えて出所した人 

１　現状と課題 

l 平成28（2016）年に「再犯の防止等の推進に関する法律」（再犯防止推進法）が制定さ

れ、犯罪をした人が孤立することなく、再び社会を構成する一員になれるよう支援する

ことで再犯を防止し、安全で安心して暮らせる社会の実現を目指すこととされている。 

l 犯罪歴のある人に対する偏見や差別意識があり、社会復帰は本人に更生意欲がある場合

においても、住居の確保や就労に際して困難を伴うなど厳しい状況にあり、社会復帰の

足掛かりとなる居場所づくりが求められている。 

     
 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 性的マイノリティの人の悩み事や、生活上の問題などの相談に対応できるよう、居場

所づくりと相談者への支援に努める。

 事業概要 当事者が気軽に立ち寄ることのできるコミュニティスペースを提供する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 コミュニティスペースの開設回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 ３ ３ ３ ３ ３

 実　績 ３ ２

 Ｒ３年度

事業実施

概要

当事者やその家族等のための「にじいろ

スペースくらよし」を開設し年間をとし

て開催できた。

事業の振り

返りと今後

の課題

現在不定期で開催している

が、今後定期的な開催を考

える必要がある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

３回の開催を予定していたが、関係者の

調整がつかなかったため、２回の開催を

実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

世論の関心も高まってお

り、取組を継続し、定期的な

開催を検討する。 

相談が受けられるよう、職

員の資質向上に努める。
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２　基本方針 

(１)　再犯防止施策の推進（総務課） 

l 「再犯防止推進法」第８条の規定に基づく地方再犯防止推進計画を策定し、刑を終えて

出所した人の再犯防止を推進する。 

具体的な事業 

85. 再犯防止推進事業（担当課：総務課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 犯罪や非行を犯した方が再び犯罪や非行を犯さないよう再犯防止の推進を図る。

 事業概要 再犯防止推進計画を策定するとともに計画内容の実施・推進を図る。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 再犯防止推進計画の策定と計画内容の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 策定・実施 計画策定 実施 実施 実施 実施

 実　績 策定済 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

再犯防止推進計画検討会を３回開催する

とともに、30日間のパブリックコメント

も実施し、広く意見を求めたうえで計画

策定を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

計画を推進していき、実効

性のあるものとしていく必

要がある。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

各課において、計画にあるそれぞれの取

組事項について活動の推進、支援、連携及

び関係機関との情報共有などの取り組み

を行った。最新の情報では倉吉警察署管

内の再犯者率は低下している。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続き各課の取り組みを

推進していき、再犯者率の

削減を進める。
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(２)　啓発の推進（総務課・人権政策課） 

l 刑を終えて出所した人に対する偏見や差別意識を解消し、円滑な社会復帰を促進するた

め、社会を明るくする運動等の啓発活動を推進する。 

具体的な事業 

86. 社会を明るくする運動等の啓発事業（担当課：総務課） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 犯罪や非行を犯した人に対する偏見や差別意識を解消し、円滑な社会復帰を促進す

るため、社会を明るくする運動等の啓発活動を推進する。

 事業概要 市報、公式ウェブサイト等による各種広報啓発活動を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 広報啓発活動の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

コロナ禍の中、従来どおりの市報やホー

ムページでの広報活動と共に、防災行政

無線での放送回数を増やした。また、新た

な取組として、中学校の校内放送を活用

した生徒への広報活動を実施する等、全

体的に非接触型の活動を実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

感染症対策の影響で、街頭

広報活動等の接触型の広報

が出来なかった。今後、アフ

ターコロナを見据え、効率

的で有効性の高い広報のあ

り方を検討したい。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

感染症対策を行いながら３年ぶりに推進

委員会を参集形式で開催することがで

き、各委員と顔を合わせ活動に対する決

意を新たにすることができた。しかしな

がら、令和４年度もコロナ禍であったた

め、広報活動は令和３年度と同様、引き続

き非接触型で行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

令和４年度の啓発活動は非

接触型の広報にとどまった

が、令和５年度は、コロナ禍

以前の接触型の広報活動を

積極的に行っていきたい。
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(３)　更生保護団体の支援（総務課） 

l 刑を終えて出所した人の社会復帰支援や再犯防止などを目的とした更生保護活動を行

う団体の活動支援を行う。 

具体的な事業 

87. 更生保護団体への支援・協力事業（担当課：総務課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 犯罪や非行を犯した人に対する偏見や差別意識を解消し、円滑な社会復帰を促進す

るための活動を行っている保護司会等の活動に支援・協力する。

 事業概要 更生保護団体のポスター掲示やチラシの配布、寄付活動への協力等支援を実施する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 更生保護団体の更生保護活動への支援及び協力の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

鳥取保護観察所や保護司会から送られて

きたポスター等の掲示、チラシの配布を

実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

従来からの活動を継続しつ

つ、新たな取組として、保護

司会と連携し、保護司の活

動そのものを公式サイト上

でPRする計画である。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

鳥取保護観察所や保護司会から送られて

きたポスターやチラシの掲示・配架、また

公式サイトで保護司募集等を掲載した。

また、更生保護女性会の寄付活動への協

力を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

従来の活動を継続しつつ、

公式サイトで保護司活動の

ＰＲを行っていく。
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⑤　犯罪被害者等 

１　現状と課題 

l 犯罪等に巻き込まれた被害者やその家族等は、事件等による直接の被害だけでなく、捜

査や裁判の手続の過程で受ける精神的・時間的負担、周囲の人々の噂や中傷等、被害後

に生じる二次被害に苦しめられており、マスメディアによる行き過ぎた報道や過剰な取

材により、プライバシーの侵害、名誉の棄損、私生活の平穏侵害などの問題も起きてい

る。 

l 現在、これらの事象に直接対応できる行政サービスが存在しないことから、犯罪被害者

等の権利が尊重されているとは言い難いばかりか、十分な支援を受けられず、犯罪被害

者等が社会で孤立することを余儀なくされる状況が存在している。 

　 　 　  

 

２　基本方針 

(１)　啓発の推進（防災安全課・人権政策課） 

l 社会全体で犯罪被害者等の人権擁護とそれを支える社会づくりを推進するため、警察機

関等と連携し、犯罪被害者等の問題について、市民への啓発活動に努める。  
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具体的な事業 

88. 犯罪被害者問題等啓発事業（担当課：防災安全課・人権政策課） 

 

 推進方針 第２　人権啓発の推進

 目　的 犯罪被害者等の問題について、市民への啓発活動に努め、社会全体で犯罪被害者等の

人権擁護とそれを支える社会づくりを推進する。

 事業概要 ポスター掲示、チラシの配架及び市報並びに市公式ウェブサイトでの啓発を実施す

る。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 啓発活動の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

防災安全課及び人権政策課によりポスタ

ー掲示、チラシの配架を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続きポスター掲示等を

行い、今後はウェブサイト

での啓発にも努める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

倉吉市犯罪被害者等支援条例を制定し

た。また、ポスター掲示、チラシの配架を

実施した。

事業の振り

返りと今後

の課題

引き続きポスター掲示等を

実施する。
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(２)　とっとり被害者支援センターへの支援（防災安全課・人権政策課） 

l 犯罪被害者等を支援する団体、（公財）とっとり被害者支援センターの活動を支援し、活

動内容の啓発に努め、相談を求められた際には、速やかにセンターを利用できるよう努

める。 

具体的な事業 

89. 犯罪被害者等支援団体助成事業（担当課：防災安全課・人権政策課） 

 

 推進方針 第３　相談・支援体制の充実

 目　的 犯罪被害者等支援に取り組む団体の活動を推進するため、とっとり被害者支援セン

ターの運営等に要する経費を負担する。

 事業概要 とっとり被害者支援センターへの活動を支援し、運営経費の一部を負担する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 （公財）とっとり被害者支援センターの運営経費の一部負担

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

防災安全課より運営経費の一部負担を実

施した。防災安全課及び人権政策課に該

当案件の相談はなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

該当案件は発生しなかった

が、引き続き運営経費の一

部を負担し、活動を支援す

る。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

防災安全課より運営経費の一部負担を実

施した。防災安全課及び人権政策課に該

当案件の相談はなかった。

事業の振り

返りと今後

の課題

該当案件は発生しなかった

が、引き続き運営経費の一

部を負担し、活動を支援す

る。
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第４章　計画の総合的な推進に関する事業 

１　現状と課題 
l 人権尊重のまちづくりを進めるための各種施策は、部落差別、障がいのある人、男女、

外国にルーツをもつ人、子ども、高齢者、病気にかかわる人など様々な人権課題にかか

わる施策だけでなく、本市の施策全般を通じて展開されることが大切であり、すべての

市職員が高い人権意識をもって職務を遂行していく必要がある。 

l 本計画に基づく施策の推進に当たって、本計画の基本理念である「市民がお互いを認め

合い、安心して暮らせる人権尊重のまちづくり」に基づき、行政機関だけでなく家庭、

保育現場・学校、民間企業、地域など社会のあらゆるコミュニティとの密接な連携のも

と、総合的、効果的な推進に努める。 

２　基本方針 

第１　全庁体制による人権を尊重した行政の推進 

l 人権を尊重した行政の推進に当たっては、全庁的な体制で取り組み、本市の実施するす

べての施策に人権尊重の視点を取り入れるため、庁内に「倉吉市人権施策推進連絡会議」

を設置し、縦割りにとらわれない事業、又は事業間の相互調整を図り、施策の一体的、

総合的な推進を展開する。 

第２　計画の進行管理と評価 

l 本計画の進行管理を行うため、「倉吉市人権施策推進連絡会議」において各部署との連

絡、調整を図りながら、アクションプランを中心とした重要業績評価指標（ＫＰＩ）の

分析を行うことで、分野ごとの人権施策の推進状況を総合的に検証する。 

l 進捗管理の点検と評価については、部落差別をはじめ、あらゆる差別をなくするための

重要事項について、必要な調査及び審議を行う機関である、「地方自治法」第138条の４

第３項の規定にもとづき設置する倉吉市あらゆる差別をなくする審議会により実施す

る。 

第３　関係機関等との協力・連携 

l 国及び県と緊密な連携と協力を図るとともに、倉吉市人権教育研究会等との協力関係を

さらに充実させ、情報の共有化、教育、啓発活動の共同実施、人材等の相互活用など、

各種団体間の連携を図る。 

第４　市民の参画と協働 

l 社会の変化に対応し、市民と行政の協働によって、様々な課題を解決することが求めら

れているが、新型コロナウイルス感染症拡大の防止のため、新たな生活様式の受容が求

められている。このような、社会情勢を考慮しながら、各種人権施策に係る事業の計画、

実施、改善などのまちづくりのあらゆる分野における市民の主体的な参画を進め、イベ

ントや交流を深める機会においても、現状に則した新たな方法を検討しながら、推進に

取り組む。  
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第５　相談体制の充実 

l 人権侵害を受けている、または受けるおそれのある市民が安心して相談できる環境づく

りを進めるとともに、人権文化センターを中心に、相談員の資質向上など、相談体制の

充実を図り、関係機関との密接な連携、計画の総合的、効果的な推進、協力を図り、問

題の解決に努める。 

第６　広報、啓発の推進 

l 人権教育、啓発の推進に当たっては、基本理念・計画の各種目標を踏まえ、「市報くらよ

し」による広報、啓発活動を中心としながら、ケーブルテレビ、インターネットの活用

をはじめとした様々な媒体で積極的に行う。また、ＩＣＴ技術を利用した、双方向での

広報、啓発活動などの研究、実施等、時代に合わせた広報活動の推進に努める。 

具体的な事業 

90. 人権・同和問題に関する市民意識調査（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進 

第２　人権啓発の推進 

第３　相談・支援体制の充実

 目　的 市民の人権・同和問題に関する意識に係る課題を明確にするため、啓発・教育等の取

組の効果測定を行い、その結果をより効果的な人権施策の推進に活かすとともに、「あ

らゆる差別をなくする総合計画」の評価指標及び基礎資料とする。

 事業概要 「あらゆる差別をなくする審議会」に諮りながら、事前準備、調査実施、検証等を行う。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 市民意識調査に関連する業務の実施

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 
実施

次回調査の

検討

次回調査の

検討
調査準備

調査実施、

集計、報告

書作成

次期総合計

画に反映

 実　績 実施 実施

 Ｒ３年度

事業実施

概要

企画課主体の市民意識調査により、毎年

度重要目的評価指標を把握できるよう、

調整を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

５年毎の調査を毎年度数値

を計測できる体制とした。

令和６年度調査について、

継続して検討を行う。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

課内で次回調査の項目、実施方法等につ

いて検討を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

新たな課題にアンテナを張

り、調査予定年度に迅速に

調査するよう準備する。
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91. 倉吉市人権施策推進連絡会議（担当課：人権政策課） 

 

 推進方針 第１　人権教育・同和教育の推進 

第２　人権啓発の推進 

第３　相談・支援体制の充実

 目　的 「倉吉市人権施策推進連絡会議」において、各部署との連絡、調整を図りながら、分野

ごとの人権施策の推進状況を総合的に検証する。

 事業概要 アクションプランにおける事業の進捗状況を検証する。

 重要業績

評価指標 

（ＫＰＩ）

指　標 人権施策推進連絡会議の開催回数

 単　位 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

 回 １以上 １以上 １以上 １以上 １以上

 実　績 １ １

 Ｒ３年度

事業実施

概要

第１回の連絡会議を実施し、アクション

プランの内容及びＫＰＩの確認を行い、

全庁的な体制について共通認識を行っ

た。

事業の振り

返りと今後

の課題

初めての取組であったが、

全庁的な共通認識を構築し

たこと、目標値を定める事

ができた。今後は、関係課で

の連携により施策推進を進

める。

 Ｒ４年度

事業実施

概要

連絡会議を実施し、ＫＰＩ等の分析を行

った。また、パートナーシップ制度につい

て研究を行った。

事業の振り

返りと今後

の課題

ＫＰＩの分析によりＰＤＣ

Ａサイクルの徹底を行う。



 

 



 

 

 

 

 

 

 


